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[bookmark: _Toc367443430][bookmark: _Toc368064232][bookmark: _Toc434334772][bookmark: _Toc529894070]本書を理解するために 
PRI報告フレームワークの各モジュールでは、指標の詳しい説明や選択可能なオプションに加えて、どの指標が組織に関連するかを特定するうえで役立つ情報があります。 
トップバー
トップバーには、指標のステータス（必須または自主開示）、指標の目的、関連するPRIの原則など、各指標についての重要情報が表示されています。 
	xxx 01
	指標のステータス
	目的
	原則

	
	必須 
	コア評価
	PRI 2


指標のステータス
	必須
	必須指標は中核的な実務を反映しています。これらの回答は公開されますので、回答を記入してフレームワークに送信することが義務付けられています。

	報告義務 
自主開示
	一部の指標は記入が義務付けられていますが、開示は自由です。これらの指標は、それ以降のどの指標が該当するか、または比較に使用されるかを決定しますが、企業の機密情報を含む場合もあります。

	自主開示
	自主開示指標は代替または高度な実務を反映しています。これらの指標は報告も開示も自由です。


目的
	ゲートウェイ
	[image: ]
	この指標への回答は、組織がモジュール内の他の指標に該当する場合、他の指標を「解除」します。詳細はロジックボックスを参照してください。

	グループ化
	[image: ]
	これらの指標は、評価目的のため同じ特性を持つグループを形成するために使用します。

	コア評価項目
	[image: ]
	これらの指標は評価の基本を形成し、最終的な評価スコアの大部分を占めます。

	追加評価項目
	[image: ]
	これらの指標はより高度な、または代替の実務を表し、スコアに占める割合は小さくなります。

	説明
	[image: ]
	これらは、自由回答形式の指標で、組織の活動を説明することができます。


指標の下部
指標の下には、指標を解釈し、回答するための重要な情報を含む説明や定義があります。ロジックボックスを読み、指標が組織に該当することを確認してください。
	xxx 01
	説明

	xxx 01.1
	報告する可能性がある事例など、サブ指標を理解する方法の指針となります。

	xxx 01.2
	

	ロジック

	xxx 01
	この指標が該当する時、そしてその指標がサブ指標に影響するかどうかを説明しています。ロジックボックスがない場合は指標は常に適用され、他の指標には影響しません。

	評価

	xxx 01
	この指標のパイロット評価アプローチの概要です。

	
	

	xxx 01
	定義

	xxx 01
	指標で使用される具体的な用語の定義を説明しています。



目次
本書を理解するために	2
序文	5
改正の概要	5
投資ポリシー	6
目的および戦略	15
ガバナンスおよび人事	19
責任投資の促進	25
フィデューシャリー・マネジャーや投資コンサルタントへの外部委託	34
資産配分におけるESG問題	40
他のモジュールで報告されていない資産クラスの実施	49
革新	53
コミュニケーション	54




[image: ][image: HD:Users:Max:Desktop:PRI:12.02.23 PRI Letterhead:Archive:Resource:Images:Word:PRI_Letterhead_subPageFooter.jpg]Copyright © 2019 PRI Association.All Rights Reserved

2

[image: ]Copyright © 2019 PRI Association. All Rights Reserved

21

モジュールの経路

フレームワークの他の場所では報告していない組織内外の資産にESG問題が考慮されている場合のみ 
SG 19: コミュニケーション
SG 18: RIに対するアプローチの革新的な特徴
SG終了: モジュールの確認ページ
SG 13: 戦略的なリスクや機会におけるESG課題
SG 14: 長期にわたる投資リスクと機会
SG 17: フレームワークに報告されていない組織外で運用されている資産におけるESG問題

SG 16: フレームワークに報告されていない組織内で運用されている資産におけるESG問題

SG 15: 環境および社会的なテーマの分野への資産配分
SG 12: 投資コンサルタントおよびフィデューシャリー・マネジャーへのアウトソーシング
SG 11: 政策立案者または規制当局との対話
SG 03: 利益相反
RIポリシーまたはRIに言及しているその他のガイダンス文書はない
SG 04: ポートフォリオ内で発生するインシデントの洗い出し
SG 05: RIの目標および目的
RIの活動に目的が設定されている
RIの活動に目的が設定されていない
SG 06: 今報告年度の主な目標/目的
RIに責任を負う役職はない 
RIポリシーまたはガイダンス文書
SG 10: 独立したRIの促進
SG 09: 協働的な組織/イニシアチブ
RIの責任を負う具体的な役職がある
SG 08: 成績管理、報酬や能力開発におけるRI
SG 07: RIの役割と責任
SG 02 一般に入手可能なRIポリシーまたはガイダンス文書
SG 01: RIポリシーと対象範囲 

[bookmark: _Toc434334774][bookmark: _Toc529894071]序文
本モジュールで報告される情報により、組織のステークホルダーは、組織のガバナンス、責任投資のポリシー、目的、目標、責任投資に割り当てるリソース、責任投資や公共政策に関連する問題のコラボレーションへのアプローチなど、組織の責任投資に対する包括的アプローチや、資産配分へのESG問題の組み入れが理解できるようになります。 
[bookmark: _Toc434334775][bookmark: _Toc529894072]改正の概要
	2019指標 
	改正概要 

	[bookmark: _Hlk498426619]SG 01.1 
	評価を明確化しました。 

	SG 04.1 
	指標の文言を変更しました。 

	SG 08.1 
	説明を改正し、評価を明確化しました。 

	SG 09.1 
	組織やイニシアチブおよび説明の追加、改正を行いました。評価を明確化しました。

	SG 12.1 
	評価を明確化しました。

	SG 14.2 
	説明を改正しました。 

	SG 15.3 
	指標の文面および説明の一部を改正しました。 

	SG 19.1 
	評価を明確化しました。 



モジュールへの変更に関する詳しい概要を見るには、ここをクリックしてください。
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	セクション

	[bookmark: _Toc434334776][bookmark: _Toc529894073]投資ポリシー



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 01
	必須 
	コア評価
	一般


	
	SG 01
	指標

	SG 01.1

	責任投資アプローチをカバーする投資ポリシーを策定しているかどうかを明示してください。

	
	 はい
	 いいえ

	SG 01.2
	ポリシーの構成要素/種類と対象範囲を示してください。 

	
	ポリシーの構成要素/種類
	AUMの対象範囲

	
	 ポリシーでは包括的アプローチを規定している
 環境要因に関するガイドラインを正式に規定
 社会的要因に関するガイドラインを正式に規定
 コーポレートガバナンスに関するガイドラインを正式に規定
 受託者義務（または同等のもの）
 資産クラス別のRIガイドラインを正式に規定
 セクター毎のRIガイドラインを規定  
 スクリーニング/除外ポリシーの規定
 エンゲージメントポリシーの規定
 （委任状による）議決権行使に関するポリシー
 その他（具体的に記載してください）（1）________
 その他（具体的に記載してください）（2）________
	
· 適用ポリシーは全てのAUMを対象としている
· 適用ポリシーは大部分のAUMを対象としている
· 適用ポリシーは一部のAUMを対象としている

	SG 01.3
	投資ポリシーが以下のどの項目をカバーしているか明示して下さい:

	
	 組織としてのESG や責任投資の定義ならびに投資との関連性
 ESG ファクター/実体経済への影響を考慮に入れた投資目標
 投資におけるタイムホライゾン
 組織としてのESG 関連責任に係るガバナンス体制
 ESG 組み込みアプローチ
 積極的な議決権行使に係るアプローチ
 報告
 気候変動
[bookmark: _Hlk525140720] 顧客・受益者のサステナビリティ選好の理解および組み込み
 その他RIに係る留意事項; 具体的に記入して下さい (1) _____
 その他RIに係る留意事項; 具体的に記入して下さい (2) _____

	SG 01.4
	組織の投資原則および全体の投資戦略、受託者義務（または同等のもの）の解釈、ならびに、ESGファクターおよび実体経済の影響をどのように考慮に入れているかについて説明してください。

	
	

	SG 01.5
	責任投資アプローチをカバーする組織の投資ポリシーの重要な構成要素、バリエーション、例外事項を簡潔に説明してください。[任意]

	
	

	SG 01.6
	補足情報 

	
	[任意]



	SG 01
	説明

	SG 01
	[SG 01.1]および[SG 01.5]はOECD機関投資家に対する責任あるビジネス行動の提言に沿っています。
この慣行に対する同業者の対応状況の詳細については、データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されている資産所有者インタラクティブ・データ・レポートの分析リポートを確認してください。

	SG 01.1 
	ここで言う「投資ポリシー」とは、組織における投資活動に関し包括的に述べたものを意味します。即ち、組織として、明示したミッションをどのように達成するか、そして、投資戦略をどのように構築するかに係るアプローチを明確に示すとともに、投資目標の概要を規定し、投資プロセスおよび達成度/パフォーマンスを測定する基準への手引きを提供するものです。責任投資方針は様々な形態（組織のウェブページに関するハイレベルなステートメント、コード、個別の責任投資方針に関する広報、様々な分野を取り扱う各種方針など）を取ること、または、組織の投資方針書に組み込むことが可能です。
貴社の責任投資アプローチを取り扱う「方針」については、次の要素を方針書に盛り込むことができます。
· 中核的な責任投資ガイドライン。この中に入れるものとしては以下が考えられます。
· 投資先企業用の最低限のESG標準。
· 各資産クラスでの責任投資慣行に関するガイドラインおよび手順。
· 外部運用会社との協働に関するガイドライン。
· 貴社が実施する責任投資アプローチ。ポジティブまたはネガティブ・スクリーニング、投資分析へのESG統合、テーマ投資等。
· 貴社が採用または優先する所有者活動に関するガイドライン（該当する場合）。この例としては次のものが挙げられます。
· 投票。AGM参加、代理投票等。
· 対象企業および達成度の測定方法。
· 貴社が行う所有者活動。例：投票、エンゲージメント、株主決議の引き上げ、取締役の地位の要求。
· 報告に対する貴社のアプローチ。 パブリシティのレベル、内部レビュープロセス等。

上記の要素を盛り込んだ方針書を、本書では「責任投資方針」と呼んでいます。責任投資方針の記述方法に関する詳細な指針については、ここをクリックしてください。

	SG 01. 2
	ポリシーの構成要素/種類 
ここに一覧表示するポリシーを含む文書は単一である場合もあれば、複数である場合もあります。したがって、複数のボックスをチェックしても構いません。
· 個々の資産クラスの問題を対象とする具体的なポリシー声明がある場合は、「資産クラス別の正式なRIガイドライン」を選択してください。
· 組織のポリシーが（委任状による）議決権行使を除く上場/非上場資産クラスにおける積極的保有活動に言及している場合は、「エンゲージメントポリシー」を選択してください。
· 投資プロセス、ESGの組み入れや積極的保有に対するアプローチにおけるESG問題への対処法に関するガイドラインやプロセスについて、組織のポリシーが明確に言及している場合は、「コーポレートガバナンスに関する正式なガイドライン」または「環境要因に関する正式なガイドライン」を選択してください。
潜在的な利益相反の管理に関する方針がある場合、これはSG 03で報告し、SG 01.2の選択肢「その他」では報告しないでください。
投資慣行において長期投資の価値ドライバー（ESG問題を含む）を検討しなかったことが受託者義務不履行となる理由の詳細については、PRIの公表文献「21世紀の受託者義務」および国別の提言をお読みください。

運用資産（AUM）別対象範囲
一部のポリシーは原則としてすべての資産クラスに適用されますが、異なった状況で異なる方法で実施されることもあります。（委任状による）議決権行使に関するポリシー、特定の資産クラスに関連するポリシー（不動産またはヘッジファンドに固有の問題を対象とするなど）は当然ながらすべての資産クラスに適用されるわけではありません。例えば、（委任状による）議決権行使に係るポリシーは全上場株式を対象としていても、運用資産（AUM）総額の30%に過ぎない場合があります。この場合でも、「該当するポリシーが全AUMを対象としている」オプションを選択してください。
ポリシーそのものは個別の資産クラスに特定していない全般的なポリシーであっても、特定の資産クラスや特定の資産クラスの一部分では実務上実施されない場合もあります。例えば、特定の市場における企業とのエンゲージメントを投資家が意図的に行っていない場合です。

	SG 01.3
	このセクションで取り扱っているポリシーは、オフィスや事業運営（例：リサイクルなど）や投資業務に関連のないその他の事項（例：企業の慈善活動）を対象とするものではありません。
· ポートフォリオ内のESGリスク・ファクターを測定するための目標を設定している、およびどのような成果が上がっているとESG戦略が適切に機能しているように見えるのかを定義している、またはそのいずれかの場合には、「組織としてのESG や責任投資の定義ならびに投資との関連性」を選択して下さい。 
· ESGファクターを考慮に入れて投資のための一組の投資目標を設定している場合には、「ESG ファクター/実体経済の影響を考慮に入れた投資目標」を選択して下さい。例えば、これは、リスク、リターン、実体経済の影響およびより長期の時間軸といった観点を通じて、達成することができると考えられます。
· 投資ポリシーの導入・実施に関して説明責任と実施責任を負っている場合には、「組織としてのESG 関連責任に係るガバナンス体制」を選択して下さい。 
· ポリシーセクションにおいて投資目標を達成する手段として特定のESGアプローチを取っている場合には、「ESG 組み込みアプローチ」を選択して下さい。 
PRIの討議資料である 投資戦略の策定 – 資産所有者向けのプロセス・ガイダンス（) を参照願います。本資料には、明確かつ明示的な投資戦略の策定において資産保有者の助けとなる追加情報が記載されています。
この慣行に対する同業者の対応状況の詳細については、 データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されている気候変動インタラクティブ・スナップショット・レポートを確認してください。

	SG 01.4
	この指標は、組織の投資原則および全体の投資戦略の詳細を提示するとともに、以下のような戦略の様々な側面についてコメントを加える機会となります:
· ESGファクター 
· 実体経済の影響 
· 時間軸等
· ならびに、これらの各側面が戦略にどのような影響を及ぼしているか、および、戦略にどのような組み込まれているか。
この指標では、ESGファクターの統合、投資活動の期間、受益者および顧客のサステナビリティ選好に関し、受益者および顧客に対する義務を貴社がどのように解釈しているかについても報告できます。

	SG 01.5 
	この指標は、組織の投資ポリシーの全体的な概要を示し、以下のような問題に意見を述べる機会となります。
· 責任投資を追求する動機。この項目には、以下に列記する理由の1つ以上が該当する場合があります。
· 投資の財務パフォーマンスを改善するため
· 投資先企業の株主に対する結果責任を促進するため
· 持続可能な資本市場を推進するとともに、投資を通じてシステミック・リスクの軽減を図るため
· 組織が掲げるバリューや倫理基準を維持するため、または、国際的な法、規範またはガイドラインの遵守を促進するため
· ESG問題に関連する公共政策の変更を促進するため
· ポリシーの対象範囲
· ポリシーの承認者
· ポリシーを採用した時期および見直しの頻度
· ポリシーの重要な例外事項
· ポリシーの実施方法
· ポリシーが対象とする具体的なESG問題。例えば、ポリシーが気候変動やその他ESGのテーマをどのようにカバーしているのかについて説明いただいても構いません。

	ロジック

	SG 01
	[SG 01.1] で「はい」を選択すると、[SG 02] のロックが解除されます。

	評価

	SG 01
	[SG 01.1] および [SG 01.2] への回答に基づいて評価を行います。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	ポリシーの構成要素

	
	RIポリシーは策定していない
AUM の一部をカバーするポリシーの構成要素の選択が一つの場合
	
	

	
	大部分/全てのAUMをカバーするポリシーの構成要素の選択が一つの場合、または
AUMの一部をカバーする選択が二つの場合
	★
	

	
	大部分/全てのAUMをカバーする選択が二つの場合、または
AUMの一部をカバーする選択が三つ以上場合
	★★
	AUMの大部分/全てをカバーする選択が3つ以上の場合には、次の回答選択肢のいずれか1つが選択されています。「ポリシーでは包括的アプローチを規定している」、「環境要因に関するガイドラインを正式に規定」、「社会的要因に関するガイドラインを正式に規定」、「コーポレートガバナンスに関するガイドラインを正式に規定」

	
	大部分/全てのAUMをカバーする選択が三つ以上の場合
	★★★
	★ 3 つとするには、少なくとも次の回答選択肢のいずれか 1 つを選択する必要があります。「ポリシーでは包括的アプローチを規定している」、「環境要因に関するガイドラインを正式に規定」、「社会的要因に関するガイドラインを正式に規定」、「コーポレートガバナンスに関するガイドラインを正式に規定」。



	SG 01
	定義

	投資ポリシー
	ここで言う「投資ポリシー」とは、組織における投資活動に関し包括的に述べたものを意味します。即ち、明示したミッションを組織としてどのように達成するか、そして、投資戦略をどのように構築するかに係るアプローチを明確に示すとともに、投資目標の概要を規定し、投資プロセスおよび達成度/パフォーマンスを測定する基準への手引きを提供するものです。また、投資ポリシーは、投資活動における責任投資またはESG問題に対するアプローチについても規定することになります。

	実体経済への影響
	実体経済への影響とは、任意の投資が、財務収益に加え、環境、社会、ガバナンス等への影響を含む実体経済に、プラスかマイナスかは問わず、影響を及ぼす程度を意味します。

	投資戦略
	大まかな戦略計画を意味し、ポートフォリオに影響を及ぼす全ての長期的トレンドに関して留意すべき事項を包括的にまとめるとともに、利害関係者のために出来得る限り効率的に運用を行う方法を盛り込んだ戦略を意味します。

	投資原則
	(または、投資信念とも呼ばれています) 投資戦略の策定に役立つとともに、後に、当該戦略に沿った投資決定を行う上で役立つ明確かつ影響力の強い一組のステートメントをいいます。



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 02
	必須 
	コア評価
	PRI 6



	SG 02
	指標

	SG 02.1
	一般に入手できる組織の投資ポリシー文書を記載してください。その文書のURLを記入し、該当文書を添付してください。

	
	ポリシーまたは文書の名前 
	URL
	添付文書（任意）

	
	 ポリシーでは包括的アプローチを規定している
	
	

	
	 環境要因に関するガイドラインを正式に規定
	
	

	
	 社会的要因に関するガイドラインを正式に規定
	
	

	
	 コーポレートガバナンスに関するガイドラインを正式に規定 
	
	

	
	受託者義務（または同等のもの）
	
	

	
	 資産クラス別のRIガイドラインを正式に規定
	
	

	
	 セクター毎のRIガイドラインを規定
	
	

	
	 スクリーニング/除外ポリシーの規定
	
	

	
	 エンゲージメントポリシーの規定
	
	

	
	 （委任状による）議決権行使に関するポリシー
	
	

	
	 その他（具体的に記載してください）(1)________
	
	

	
	 その他（具体的に記載してください）(2)________
	
	

	
	 投資ポリシー文書を公表していません
	
	

	SG 02.2
	一般に入手できる組織の投資ポリシー文書を記載してください。その文書のURLを記入し、該当文書を添付してください。

	
	ポリシーの構成要素 
	URL
	添付文書（任意）

	
	 組織としてのESG や責任投資の定義ならびに投資との関連性
	
	

	
	 ESG ファクター/実体経済への影響を考慮に入れた投資目標
	
	

	
	 投資におけるタイムホライゾン
	
	

	
	 組織としてのESG 関連責任に係るガバナンス体制
	
	

	
	 ESG 組み込みアプローチ
	
	

	
	 積極的な議決権行使に係るアプローチ
	
	

	
	 報告
	
	

	
	 気候変動
	
	

	
	 顧客・受益者のサステナビリティ選好の理解および組み込み 
	
	

	
	 その他（具体的に記載してください） (1) ________
	
	

	
	 その他（具体的に記載してください） (2) ________
	
	

	
	 投資ポリシー文書を公表していません
	
	

	SG 02.3
	補足情報
[任意]

	
	



	SG 02
	説明

	SG 02
	指標[SG 02.1]は、OECD機関投資家に対する責任あるビジネス行動の提言に沿っています。
この慣行に対する同業者の対応状況の詳細については、データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されている資産所有者インタラクティブ・データ・レポートを確認してください。

	SG 02.3
	組織の責任投資ポリシーまたは責任投資に関連するその他のポリシーまたはガイドラインが一般に入手できない場合、将来公表する予定があるかどうか、あるいは公表する予定がない場合はその理由を記載することができます。

	ロジック

	SG 02
	[01.1]で、貴社では、責任投資ポリシーを策定していると回答した場合に、指標[02.1]と[02.2]が適用されます。[01.2]で選択したオプションのみが[02.1]において表示されます。また[01.3]で選択したオプションのみが[02.2]において表示されます。

	評価

	SG 02
	最大スコア:  ★3つ
この指標は、[02.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「投資ポリシー文書を公表していません」
	
	

	
	一部の文書を公表しています
	★★
	

	
	全ての文書を公表しています
	★★★
	






	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 03
	必須 
	コア評価
	一般



	SG 03
	指標

	SG 03.1
	組織として、投資プロセスにおける潜在的な利益相反を管理するポリシーを策定しているかどうかについて明示して下さい。

	
	 はい
	 いいえ

	SG 03.2
	投資プロセスにおける潜在的な利益相反を管理するポリシーについて説明してください。 

	
	

	SG 03.3
	補足情報
[任意]

	
	



	SG 03
	説明

	SG 03
	この指標（SG03.1）はICGNのグローバルスチュワードシップ原則に沿っています。
利益相反は、顧客の利益が組織自身の利益と一致しない、または一致していないとみなされる場合に発生する可能性があります。これは、資産運用事業または事業のその他の部分のいずれかに関連していることがあります。 
利益相反は、責任投資問題に関連しても起こることがあります。例えば、顧客の利益のために行動することは、投資家が企業の経営陣に反対する議決権を行使したり、その企業に関与しなければならないことを意味する一方、その企業の年金ファンドやその企業自身が投資家や投資家の親組織の顧客または潜在的顧客である場合があります。一部の市場では、投資家は規制または適正実施基準により、そうしたポリシーの設置を義務付けられています。この例として、米国、英国、南アフリカなどが挙げられます。

	ロジック

	SG 03
	[SG 03.1]において「はい」と回答すると、[SG 03.2]が適用されます。

	評価

	SG 03
	最大スコア:  ★3つ
この指標は、[SG 03.1]への回答に基づいて評価されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル

	
	「いいえ」 
	

	
	「はい」
	★★★




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 04
	自主開示 
	説明
	一般




	SG 04
	指標

	SG 04.1
	組織では、投資先企業において発生するインシデントの特定と管理を行うプロセスを設定しているかどうか明示して下さい。

	
	 はい
	 いいえ

	SG 04.2
	インシデントを管理するプロセスを説明して下さい

	
	



	SG 04
	説明

	SG 04.2
	投資先企業のESGインシデントをどのように規定のうえ、特定し、それらに対応しているか、それらのインシデントをどのようにクライアント/受益者に報告しているか、さらに、どのようなポリシーを設定し、それらインシデントを管理しているかについて説明されたい方もおられるかと思います。この指標は、貴社の業務において発生したインシデントに関する情報を把握するためのものではありません。 
報告年度に発生したインシデントの詳細、例えば、インシデントの種類、についても記載することができますし、また、管理、軽減策および報告戦略の具体例を記載いただいても結構です。　
例えば、インシデントには、投資先企業における贈収賄スキャンダルや安全上の事故などが考えられます。






[bookmark: _Toc360179419]



	セクション

	[bookmark: _Toc434334777][bookmark: _Toc529894074]目的および戦略



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 05
	必須 
	ゲートウェイ/コア評価
	一般



	SG 05
	指標

	SG 05.1
	組織が責任投資活動に関して目的を設定して見直しを行っているかどうか、および、行っている場合にはその頻度を記載してください。

	
	 四半期毎かそれ以上 
	 半年毎
	 毎年
	 年1回以下
	 適宜
	 設定も見直しもしていない

	SG 05.2
	補足情報
[任意]

	
	



	[bookmark: _Hlk529804485]SG 05
	説明

	SG 05
	考えられる目的の例としては、指標[07]の手引きをご覧いただければ、組織の目的をより詳細に記載することができます。　
PRIでは長期目標は頻繁に変更されないとの認識に立っています。これが当てはまるのであれば、目標が引き続き妥当であるかを確認するために進捗状況を見直す頻度を選択してください。

	ロジック

	SG 05
	[ SG 05.1]で、「設定も見直しもしていない」以外のものを選択すると、[ SG 06]が適用されます。

	評価

	SG 05
	最大スコア:  ★3つ
この指標では、[05.1]で質問された目標が設定されているかどうか、および、その見直し頻度について評価します。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル

	
	「設定も見直しもしていない」
	

	
	「適宜」または「年一回以下」
	★★

	
	「毎年」、「半年毎」または「四半期毎かそれ以上」
	★★★



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 06
	任意 
	追加評価
	一般



	SG 06
	指標

	SG 06.1
	報告年度に組織として設定している責任投資の主な目的を挙げてください。

	
	テーマ
	責任投資の目的
	主要パフォーマンス
指標（KPI）
	進捗
状況

	
	責任投資プロセス
	 ESG組み入れの研修を行う 
	
	

	
	
	 ESGエンゲージメントの研修を行う
	
	

	
	
	 組織内におけるESG活動に関する意思疎通の向上を図る
	
	

	
	
	 エンゲージメントを向上させ、ESG問題の管理について変革を促す
	
	

	
	
	 投資決定プロセスへのESG組み入れ向上を図る
	
	

	
	
	 その他（具体的に記載してください）（1）
	
	

	
	
	 その他（具体的に記載してください）（2）
	
	

	
	
	 その他（具体的に記載してください）（3）
	
	

	
	
	 上記のいずれにも該当しない
	
	

	
	投資に係る
財務業績
	 ESGファクターの考慮によるポートフォリオ業績の向上
	
	

	
	
	 その他（具体的に記載してください）（1）
	
	

	
	
	 その他（具体的に記載してください）（2）
	
	

	
	
	 その他（具体的に記載してください）（3）
	
	

	
	
	 上記のいずれにも該当しない
	
	

	
	投資のESG特性
	 ESG特性に基づき企業をオーバーウェイトまたはアンダーウェイトする
	
	

	
	
	 ポートフォリオのESG格付けの向上
	
	

	
	
	 ポートフォリオに対し炭素削減目標値を設定する
	
	

	
	
	 その他（具体的に記載してください）（1）
	
	

	
	
	 その他（具体的に記載してください）（2）
	
	

	
	
	 その他（具体的に記載してください）（3）
	
	

	
	
	 上記のいずれにも該当しない
	
	

	
	 その他の活動
	 RIイニシアチブへの参加や参画
	
	

	
	
	 他の人々にRIイニシアチブへの参加を促す
	
	

	
	
	 ベストプラクティスのケーススタディの文書化
	
	

	
	
	 ケーススタディを使って、エンゲージメントとESG組み入れの効果を顧客に実証する
	
	

	
	
	 その他（具体的に記載してください）（1）
	
	

	
	
	 その他（具体的に記載してください）（2）
	
	

	
	
	 その他（具体的に記載してください）（3）
	
	

	
	
	 上記のいずれにも該当しない
	
	

	SG 06.2
	補足情報
[任意]

	
	
















	SG 06
	説明

	SG 06
	組織が自身のために設定する責任投資の目的には、以下の項目に関連している場合があります:
責任投資プロセス（例：エンゲージメント活動の記録の改善。この場合主要パフォーマンス指標は新規データベースの設定となります）
運用成績（例：特定のESG特性を持つ企業をオーバー/アンダーウェイトすることでポートフォリオのパフォーマンスを高める。この場合、主要パフォーマンス指標はそれらの企業の株価の変動でもあります）
投資のESG特性 - 例：ESG問題の管理を具体的な形で変更するよう説得するため該当企業と協働する。ここでのKPIはこの変更の導入になります。また、投資において、気候変動に取り組むなどの各種取り組みも含めることができます（例えば、ポートフォリオの二酸化炭素排出量の測定など）
その他の活動 - 例：特定の協働イニシアシブへの参加。この場合のKPIはイニシアチブへの参加になります
能力やリソース - 例：運用スタッフに対するESG研修の実施。この場合のKPIは研修の実施になります。

	ロジック

	SG 06
	SG05.1で、「設定も見直しもしていない」以外のものを選択すると、[SG 06]が適用されます。





	セクション

	[bookmark: _Toc434334778][bookmark: _Toc529894075]ガバナンスおよび人事



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 07
	必須 
	コア評価
	一般



	SG 07
	指標

	SG 07.1
	組織が採用している内部または外部の役割、ならびにそれぞれの責任投資に対する監督責任および実施責任の有無について明示してください。

	
	組織にある役職
	RIの監督責任および
説明責任
	RIの実施 
	RIに責任を負う役職はない

	
	 取締役会メンバーまたは
トラスティ―（受託者）
	
	
	

	
	内部の役割
	 最高経営責任者（CEO）、
最高投資責任者（CIO）、最高執行責任者（COO）、投資委員会
	
	
	

	
	
	 その他の最高幹部レベルのスタッフまたは部門長 
（具体的に記入してください）______________
	
	
	

	
	
	 ポートフォリオマネージャー
	
	
	

	
	
	 投資アナリスト
	
	
	

	
	
	 専任の責任投資担当者
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	 投資者関係（IR）
	
	
	

	
	
	 その他の役職（具体的に記入してください） (1)______________
	
	
	

	
	
	 その他の役職（具体的に記入してください）
(2) ______________
	
	
	

	
	 外部運用会社またはサービスプロバイダー
	
	
	

	SG 07.2
	RIの監督/説明責任または実施責任を担う役職について、このような責任をどのように果たすのか記載してください。
[任意]

	
	

	SG 07.3
	組織にいる専任の責任投資担当者の人数を記載してください。

	
	[image: ]

	[bookmark: _Hlk529807229]SG 07.4
	補足情報 
[任意]

	
	


	SG 07
	説明

	SG 07
	指標[SG 7.1]はOECD機関投資家に対する責任あるビジネス行動の提言に沿っています。
指標[SG 7.1]]および[SG 7.3]はICGNのグローバルスチュワードシップ原則に沿っています。

この指標は、組織内で行われている業務と、組織のために第三者が実施している業務（議決権行使、調査など）に関連しています。左の欄には、責任投資に関する監督/説明責任または実施の責任があるかどうかにかかわらず、組織にある役職の種類を表示してください。
監督および実施については、以下のように定義しています。 
監督に責任を負う個人とは、組織がそのポリシーを実行し、責任投資のパフォーマンスにおける目的や目標の達成を確実にするために、運営やガバナンスを行う個人を指します。 人、チームまたは委員会に監督責任を与えることを、ESGの監督をコンパートメント化する方法と見なさないでください。この目的は、ESGの検討事項を組織内および投資プロセス内に埋め込むことに関する説明責任を確保することです。
実施に責任を負う個人とは、ESG関連調査の実施、投資戦略へのESG問題の組み入れ、保有株式の議決権行使、企業や政策担当者への関与など、組織の責任投資の特定の側面を実施する責任を負います。責任投資の実施は専任の責任投資/ESGスタッフにのみ適用するのではなく、あらゆる役割の活動に含めることができます。
組織が責任投資活動を監督する方法に関連し、以下の事項を含めることができます。
· 取締役会および経営陣の役割および責任
· 正式な監督または諮問機関（顧客/受益者/組織外の専門家の諮問グループなど）
· 日常業務における責任投資の責任者
· 責任投資のパフォーマンスの評価および検討方法
この情報には組織図を含めることができます。　

	ロジック

	SG 07.1
	ここで組織内の個人が責任投資に関連する監督/結果責任または実施の責任を負っていると報告する場合、指標[07.1]のその役職に関連する部分が適用されます。 
SG 07.1で選択する役割はSG 08.1に適用されます。

	評価

	
SG 07
	最大スコア:  ★ 3つ
この指標では、組織にRIの監督/説明責任を負う個人、RIを実施する個人がいるかどうかを評価します。リストされた役職のすべてが最高スコアを獲得する必要はありません。専任のRIスタッフによる実施とその他の組織内外の役職による実施にはスコアに違いは生じません。　

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル

	
	責任投資の実施は行っていない
	

	
	全てのレベルで実施しているが監督は行っていない 
	★

	
	取締役会、CEO、CIOまたは投資委員会 よりも下のレベルで監督を行っており、かつ、全てのレベルで実施している 
	★★

	
	取締役会、CEO、CIOまたは投資委員会のレベルで監督を行っており、かつ、全てのレベルで実施している
	★★★



	SG 07
	定義

	専任の責任投資担当者
	専任の責任投資/ESG担当者とは、大半の時間を責任投資/ESG業務（監督または実施のいずれか）に充てている個人を指します。





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 08
	自主開示
	追加評価
	一般



	SG 08
	指標

	SG 08.1
	組織のパフォーマンス管理、報奨や個人の能力開発プロセスに責任投資の要素があるかどうかを記載してください。 

	
	役割 
[SG 07から自動入力]
	SG 08.1a: 目標、評価、査定または報酬における責任投資
	SG 08.1b: 個人の能力開発または研修計画における責任投資

	
	取締役会メンバーまたはトラスティ―（受託者）
	該当なし
	 個人の能力開発または研修計画における責任投資
 上記のいずれにも該当しない

	
	最高経営責任（CEO）、最高投資責任者（CIO）、最高執行責任者（COO）、投資委員会
	 目的における責任投資のKPI / 目標
 査定プロセスに含まれている責任投資
 責任投資の実績に連動した報酬
 上記のいずれにも該当しない
	[同上]

	
	その他の最高幹部レベルのスタッフまたは部門長 
具体的に記入してください ______________
	[同上]
	[同上]

	
	ポートフォリオ
マネージャー
	[同上]
	[同上]

	
	投資アナリスト
	[同上]
	[同上]

	
	専任の責任投資担当者
	[同上]
	[同上]

	
	投資者関係（IR）
	[同上]
	[同上]

	
	その他の役職（1）
[SG 07から]
	[同上]
	[同上]

	
	その他の役職（2）
[SG 07から]
	[同上]
	[同上]

	SG 08.2
	報告年度に取締役が責任投資に関連したスキルや知識を開発し、維持するために行った活動について説明してください。

	
	

	SG 08.3
	組織の責任投資に関連したパフォーマンス管理、報奨や個人の能力開発プロセスについて詳細を説明してください。

	
	

	SG 08.4
	投資決定プロセスへのESGファクターの組み入れに関取締役会メンバー/受託会社/チーフ・レベルのスタッフの経験レベルについて記載して下さい。

	
	



	SG 08
	説明

	SG 08
	指標[SG 08.1]はOECD機関投資家に対する責任あるビジネス行動の提言およびICGNのグローバルスチュワードシップ原則に沿っています。
この指標は、責任投資が組織のパフォーマンス管理システムにどのように組み入れられているかについて情報を提供する機会となります。  
パフォーマンスを評価するためにどのようなKPIが使用され、こうしたKPIが組織の責任投資の目的や目標とどのように関連しているか、こうしたKPIに対するパフォーマンスがどのように評価されるか、パフォーマンスが報酬体系やその他の報奨制度にどのように組み入れられているか、能力開発および学習のニーズがどのように特定され、対応されているかについて、詳しい情報を含めることができます。
KPIはまた、責任投資プロセスにも関連している場合があります。例えば、特定の資産クラスの責任投資ポリシーを策定または実施したり、責任投資のパフォーマンス、投資のESG特性、活動を運用成績に関連付けて責任投資を促進したり（特定の協働イニシアチブ参加など）、能力やリソースを構築する（投資アナリストへのESG研修など）ことが挙げられます。能力開発および学習のニーズは、特定のESG問題やより全般的な責任投資活動やアプローチについての知識の構築などに関連している場合があります。
組織の責任投資に対する知識や能力の開発を目指す開発計画には公式または非公式の研修が含まれます。公式の研修には、大学、Sustainable Investment Professional Certification（SIPC）やPRI Academyが提供する研修コースへのウェブ上または実際の参加などがあります。非公式の研修には、コンファレンスや説明会への出席、メンタースキームへの参加などがあります。

	ロジック

	SG 08
	[07.1]で、組織内の個人が責任投資に関連する監督/結果責任または実施責任を負っていると報告した場合に、指標[08.1]のその役職に関連する部分が適用されます。
この指標では、[08.1]で「取締役/理事会の個人能力開発や研修計画に責任投資が含まれている」と報告すると、[08.2]が適用されます。
[SG 08.4] はアセット・オーナーのみ使用可能です。

	評価

	SG 08
	最大スコア: ★6つ
この指標では、[08.1]の2つの部分を別々に評価し、 
まず、監督責任または実施責任を負う個人の目標、査定や報酬にRIが盛り込まれているかどうかについて評価を行い、最高で★3つが与えられます。
次に、RIが監督責任または実施責任を負う個人を対象とする自己啓発や研修計画に織り込まれているかどうかを評価し、最高で★3つが与えられます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	目的、査定または報酬に盛り込まれている責任投資（SG 08.1a）

	
	「上記のいずれにも盛り込まれていない」
	
	

	
	監督責任または実施責任を負う個人の目標、査定や報酬にRIが盛り込まれている
	★★
	いずれかの要素または全ての要素（KPI、査定、報酬）のどちらでもよい。

	
	監督責任および実施責任を負う個人の目標、査定や報酬にRIが盛り込まれている
	★★★
	これは、いずれかの要素または全ての要素（KPI、査定、報酬）のどちらでもよい。
同じ役割での監督と実施の要件ではありません。2つの役割で条件が充足されれば、★3つとすることができます。

	
	個人の能力開発または研修計画に織り込まれている責任投資（SG 08.1b）

	
	上記のいずれにも織り込まれていない
	
	

	
	監督責任または実施責任を負う個人の 33% 以下
	★
	パーセンテージは、SG 07.1 で選択された監督責任または実施責任を負う役職の数を分母とし、 SG 08.1 で選択された役職数 (を分子として計算します。

	
	監督責任または実施責任を負う個人の33%超から66%まで 
	★★
	同上

	
	監督責任または実施責任を負う個人の66%超から100%まで
	★★★
	同上




ガバナンスおよび人事


	セクション

	[bookmark: _Toc434334779][bookmark: _Toc529894076]責任投資の促進



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 09
	必須 
	コア評価
	PRI 4、5



	SG 09
	指標

	SG 09.1
	報告年度に組織がメンバーであったり、参加していた協働組織やイニシアチブ、ならびにそこで組織が果たした役割のレベルを選択してください。

	
	協働組織/イニシアチブ
	イニシアチブにおける組織の報告年度の役割（定義を参照）
	組織のイニシアチブへの関与の度合について、簡単に説明してください。
[任意]

	
	 責任投資原則（PRI）
	基本、中程度、高度
[ドロップダウン]
	

	
	 アジアコーポレート・ガバナンス協会
	[同上]  
	

	
	 オーストラリア退職年金投資家協会（ACSI）
	[同上]  
	

	
	❑ AVCA: サステナビリティ委員会 
	[同上]  
	

	
	❑ フランスインベスト—ESG委員会 
	[同上]  
	

	
	❑ BVCA—責任投資諮問委員会 
	[同上]  
	

	
	❑ CDP 気候変動 
	[同上]  
	

	
	❑ CDP フォレスト
	[同上]  
	

	
	❑ CDP ウォーター 
	[同上]  
	

	
	❑ CFA協会金融市場健全性センター 
	[同上]  
	

	
	❑ クライメート・アクション100+ 
	[同上]  
	

	
	❑ 南アフリカ責任投資規範（CRISA）
	[同上]  
	

	
	❑ 21世紀金融行動原則
	[同上]  
	

	
	❑ 機関投資家協会（CII） 
	[同上]  
	

	
	❑ Eumedion 
	[同上]  
	

	
	❑ 採取産業透明性イニシアチブ（EITI）
	[同上]  
	

	
	❑ ESG調査オーストラリア
	[同上]  
	

	
	❑ インベストヨーロッパ—責任投資ラウンドテーブル 
	[同上]  
	

	
	❑ グローバル投資家ガバナンスネットワーク（GIGN）
	[同上]  
	

	
	❑ グローバルインパクト投資ネットワーク（GIIN）
	[同上]  
	

	
	❑ グローバル不動産サステナビリティベンチマーク（GRESB）
	[同上]  
	

	
	❑ グリーンボンド原則
	[同上]  
	

	
	❑ HKVCA: ESG委員会
	[同上]  
	

	
	 気候変動に関する機関投資家グループ（IIGCC）
	[同上]
	

	
	 企業責任宗派連合センター
（ICCR）
	[同上]  
	

	
	 国際コーポレートガバナンスネットワーク（ICGN） 
	[同上]  
	

	
	 気候変動に関する投資家グループ（IGCC）オーストラリア/ニュージーランド
	[同上]  
	

	
	 国際統合報告評議会（IIRC）
	[同上]  
	

	
	 気候変動リスクに関する投資家ネットワーク（INCR）/CERES
	[同上]  
	

	
	 地方自治体年金基金フォーラム
	[同上]  
	

	
	 持続可能な保険原則（PSI）
	[同上]
	

	
	 地域または国の社会的投資フォーラム（UKSIF、Eurosif、ASrIA、RIAA、US SIFなど）；
 具体的に記入してください____________
	[同上]  
	

	
	 包括的金融における責任金融原則 
	[同上]
	

	
	 研究・教育のための株主協会（Share）
	[同上]  
	

	
	 国連環境計画・金融イニシアチブ（UNEP FI） 
	[同上]  
	

	
	 国連グローバル・コンパクト
	[同上]  
	

	
	 その他の協働組織/イニシアチブ（具体的に記入してください）_________
	[同上]  
	

	
	 その他の協働組織/イニシアチブ（具体的に記入してください）_________
	[同上]  
	

	
	 その他の協働組織/イニシアチブ（具体的に記入してください）_________
	[同上]  
	

	
	 その他の協働組織/イニシアチブ（具体的に記入してください）_________
	[同上]  
	

	SG 09.2
	指標の位置づけ
	目的
	原則

	
	報告義務
自主開示
	記述的
	PRI 1

	
	外部運用資産のおよそ何パーセント（5%）がPRI署名者により運用されているかを記入してください。

	
	[image: ]%


	SG 09
	説明

	SG 09
	指標[SG 9.1]はOECD機関投資家に対する責任あるビジネス行動の提言に沿っています。

全署名者に対し「責任投資の原則」オプションが事前入力されています。 
クライメートアクション100+への参加は、このイニシアチブの調整役を務めるパートナー5団体のいずれかの下ではなく、「クライメートアクション100+」の下で報告してください。
あるいは、リストに記載されていない組織やイニシアチブを追加することもできます。
ここには、特定の企業との協働エンゲージメントによって組織をサポートすることだけを目的とするイニシアチブや協働への関与については記載しないでください。これらに関する情報は、各資産クラスのモジュールのエンゲージメントセクションに記載してください。
尚、サービスプロバイダーがメンバーとなっているまたは報告年度中に参加した協働的組織やイニシアチブについては報告しないようにして下さい。
次の指標である SG 10 において、責任投資を促進するさらなるイニシアチブおよび措置について報告することができます。 

	SG 09.2
	これらの数字は、PRIの公的なコミュニケーション目的で、署名者のAUMの二重計算の範囲を縮小するために使用されます。 このパーセンテージには価値判断はなく、得点/評価方法の一部としては使用されません。

	評価

	SG 09
	最大スコア:  ★3つ
この指標は、責任投資を促進する協働組織やイニシアチブへの署名者の関与を評価するものです。数多くの組織やイニシアチブに関与するよりも、関与のレベルが高い方が高い評価になります。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「いいえ」または PRIの「基本的役割」のみ
	
	

	
	いずれかのイニシアチブにおいて基本的役割を担っている
	★
	「基本レベル」でのPRIへの関与の他に行われたものでなければなりません

	
	いずれかのイニシアチブにおいて中程度の役割を担っている
	★★
	中程度のPRIへの関与は認められます

	
	いずれかのイニシアチブにおいて高度な役割を担っている
	★★★
	高度なPRIへの関与は認められます



	SG 09
	定義

	基本的な役割
	これらの活動の少なくとも1つが組織に該当する場合、このカテゴリを選択してください。
· イニシアチブに参加または署名 
· 参加者としてカンファレンスに出席
· イニシアチブが組織した、進捗を報告する1つまたは2つの会議に出席した

	中程度の役割
	これらの活動の少なくとも1つが組織に該当する場合、このカテゴリを選択してください。
· イニシアチブの 公式の 広報担当者として、状況に応じて活動した 
· ポリシー説明書や共同声明を作成し、イニシアチブの推進にある程度参加した
· 組織に貢献した、またはイニシアチブが組織したイベントの内容に貢献した  

	高度な役割
	これらの活動の少なくとも1つが組織に該当する場合、このカテゴリを選択してください。
· ポリシー説明書や共同声明を作成し、イニシアチブにおいて主導的役割を果たした
· イニシアチブの公式の広報担当者として定期的に行動し、積極的にイニシアチブを推進した
· 基本的なメンバー会員の義務だけでなく、イニシアチブの重要な運営、コンテンツ開発や財政的支援を行った







	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 10
	必須 
	コア評価
	PRI 4



	SG 10
	指標

	SG 10.1
	組織が、協働的イニシアチブとは別に、独自に責任投資を推進しているかどうかについて記載して下さい。

	
	 している
	 していない

	
	組織が協働的イニシアチブとは別に、独自に責任投資を推進するために行っているものを明示して下さい。選択した行動の目的に貢献するために組織が果たす役割と通常の行動頻度について説明して下さい。

	SG 10.2




	責任投資を推進するために行っていること
	説明
	行動の頻度

	
	 顧客、運用会社、ブローカー/ディーラー、投資コンサルタント、法務アドバイザーまたはその他の投資組織向けの教育または研修プログラム(同僚間の支援を含む)を提供した、または支援した。
	
	[DROPDOWNメニューを作成]
四半期ごともしくはもっと頻繁
半年に一度
一年に一度
一年以上に一度
適時
その他、具体的に説明

	
	 責任投資に関する学術的な研究または業界の調査に金銭的支援を提供した。
	
	同上

	
	 責任投資に関する学術的な研究にインプットを提供した、または協働した。
	
	同上

	
	 投資業界全般にわたる責任投資の実践の透明性や開示の向上を奨励した。
	
	同上

	
	 責任投資を促進するために、イベントやカンファレンスで公式に発言した。
	
	同上

	
	 責任投資に関する調査を組織内で執筆し、発行した。
	
	同上

	
	 PRIの採用を奨励した。
	
	同上

	
	 政府機関以外（OECD,FSB等）からの責任投資に関する問い合わせに回答した。
	
	同上

	
	 メディアに責任投資に関する記事を書いた。
	
	同上

	
	PRIアドバイザリー・コミッティやワーキンググループのメンバーである。（具体的に記載してください）_________
	
	同上

	
	責任投資組織の理事として、または他の責任投資組織(例：地元SIFｓ)のアドバイザーである。
	
	同上

	
	 その他（具体的に記載してください）_________
	
	同上

	SG 10.3
	組織が責任投資の推進のために、報告年度中に参加した追加の活動およびイニシアチブがあれば、それらを記載して下さい。[任意]

	
	



	SG 10
	説明

	SG 10.2
	責任投資を促進するために果たした役割について説明してください。どの講演を行ったイベント、実施した教育および対象者、資金を提供しその結果が刊行された研究についての情報、どのようにして開示向上等を促したかについて説明してください。より良い開示をどのように奨励したか等について説明してください。
「行動頻度」は、たとえばワーキンググループやアドバイザリー・コミッティに会合や成果物へのフィードバックとして意見を提供する頻度などと考えられます。
サービスプロバイダー署名機関がESG/責任投資を自らの慣行にどのように取り入れているかの詳細については、データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されているサービスプロバイダー・インタラクティブ・スナップショット・レポートを確認してください。

	SG 10.3
	ここで提供いただく情報には、報告年度中に参加したものでSG 09.2にリストアップされていないものがあれば、追加の活動およびイニシアチブとして含めることができます。さらに、あなたが取り組んだテーマについても詳細を記載することができます。例えば、投資における気候変動または平等性と多様性、税の透明性および人権といったその他のESGテーマに対する説明責任などが挙げられます。加えて、ESG問題の内、特定のE、SやG問題を主として推進しているかどうかについても説明することができます。
組織が参画している各種活動およびイニシアチブの概要を掲載するURL/ウェブサイトを提示されたい方もおられるかもしれません。 
尚、サービスプロバイダーが貴社の為だけに行っている単一のイニシアチブでない限り、サービスプロバイダーが貴社に代わって行っている活動やイニシアチブについては報告しないようにして下さい。 

	ロジック

	SG 10
	[10.1]で「している」と回答した場合には、[10.2]についてもご回答ください。

	評価

	SG 10
	最大スコア:  ★3つ
この指標では、協働的イニシアチブとは別にRIを独自に推進しているかどうか[10.1]そしてどのような活動を行ったか[10.2]を評価します。　

	
	指標採点不法

	
	選択された回答
	スコア・レベル

	
	「していない」
	

	
	「している」かつ活動数は2件以下
	★★

	
	「している」かつ活動数が3件以上
	★★★




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 11
	自主開示 
	追加評価
	4、5、6



	SG 11
	指標

	SG 11.1
	報告年度において、責任投資を支援するために、組織が単独で、あるいは他組織との協働により、政策立案者や規制当局との対話を行ったかどうかを記載してください。

	
	 はい
 単独で行った
 他組織との協働により行った
 いいえ
その理由を説明して下さい＿＿＿＿＿＿

	SG 11.2
	使用した方法を選択してください。

	
	 他者が策定した書面に署名し、政府、規制当局または政策立案者に提出した
 自身が草案を作成した書面を政府、規制当局または政策立案者に提出した
 政府関係者または高官と政策について協議するための対談に参加した
 その他（具体的に記入してください）_____________

	SG 11.3
	（単独でまたは協働により）政府または規制当局に書面を提出した場合、その書面が一般に入手できるかどうかを記載してください。

	
	一般に入手できる
	URL

	
	 入手できる
	 入手できない
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	SG 11.4
	組織が公共政策立案者または規制当局と話し合いを行った主なテーマの概略を記載して下さい。

	
	



	SG 11
	説明

	SG 11
	指標【SG 11.1】はICGNのグローバルスチュワードシップ原則に沿っています。
これらの活動の例には、政府機関、規制当局、基準の立案者との政策問題についての直接の対話、他の行動者の公共政策に関する対話の支援、特定のESG問題（気候変動、水資源、役員報酬など）についての情報提供、公共政策問題（企業のサステナビリティ報告の義務化など）に関する意見の説明、責任投資に関する情報のより広範な提供があります。

	SG 11.2
	政府、規制当局、基準の立案者が実施した市民協議にフィードバックを提供した場合、「自身が草案を作成した書面を政府、規制当局または政策立案者に提出した」を選択してください。

	SG 11.4
	ここに、対話のトピックを記載することができます。これらは、気候変動、エネルギー、サステナビリティ、温室効果ガス排出および二酸化炭素排出量、または、その他社会的およびガバナンス要因などが考えられます。公共政策に関する対話を行っていない場合は（規制による制限のため関与が許可されていない、またはそうしたエンゲージメントは組織のリソースの慎重な活用であると考えていない場合）、それについてここで説明していただいても結構です。

	ロジック

	SG 11
	[SG11.1]において「単独で行った」もしくは「他組織との協働で行った」と報告した場合には、[SG11.2]および[SG11.3]が適用されます。[SG 11.3]では、貴社の提出書面が公表されている場合のみURL列が適用されます。

	評価

	SG 11
	最大スコア:  ★3つ
この指標は、署名者が責任投資を支援するために公共政策や基準の立案者との対話を行ったかどうかについて評価します。これが個別に行われたか、他者との協働を通じて行われたかはスコアには影響しません。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	「いいえ」
	
	

	
	「はい」 
	★★★
	★3つを得るには、署名者は、少なくとも、11.2、11.3または11.4の一部についても回答していなければなりません。





	セクション

	[bookmark: _Toc529894077]フィデューシャリー・マネジャーや投資コンサルタントへの外部委託



	SG12 
	指標のステータス

必須 
	目的

コア評価
	原則

PRI 4

	SG12.1
	あなたの組織では、投資コンサルタントを使用しているかどうかを明示してください。

	
	 はい、投資コンサルタントを使用している。
いいえ、投資コンサルタントを使用していない。

	SG12.2
	組織では、外部運用会社の選定、指名やモニタリングにおいて投資コンサルタントを使用しているかどうかを明示してください。 

	
	
	上場株式 (LE)
	債券 - SSA 
	債券 - 社債
（金融）
	債券 - 社債（非金融）
	債券 - 
証券化
	未公開株式（プライベートエクイティ）
(PE)
	インフラ
(INF)
	不動産
(PR)
	その他の資産クラス

	
	 外部運用会社の選定および指名の際に投資コンサルタントを使用している
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	 外部運用会社のモニタリングに投資コンサルタントを使用している
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	 いいえ、外部運用会社の選定、指名やモニタリングにおいて投資コンサルタントを使用していない。

	SG12.3
	組織では、投資コンサルタントの選定、指名やレビュー・プロセスにおいて責任投資を考慮しているかどうかを明示してください。

	
	[bookmark: _Hlk501441256] 投資コンサルタントの選定プロセスににおいて、投資コンサルタントの投資理念、戦略や方針を評価する際に責任投資を考慮している。
 投資コンサルタントの選定プロセスににおいて、投資コンサルタントの責任投資に対する公約や推奨活動を考慮している。
 運用会社の選定、指名およびモニタリングプロセスにおいて、投資コンサルタントによる運用会社の評価、調査および推薦した内容を評価するにあたり、責任投資を考慮している。
 運用会社の選定、指名およびモニタリングプロセスにおける責任投資に関するコンサルタントの責任範囲をコンサルタントとの契約書に盛り込んでいる。 
 運用会社の選定およびパフォーマンスのモニタリングに関する投資コンサルタントからの助言を精査する際に、責任投資を考慮していない。

	SG12.4
	組織が下記のサービスについて投資コンサルタントを利用しているかどうかを記載してください。これらのサービスについてどのような責任投資要素が含まれるのか説明してください。

	
	投資コンサルタントのサービス
	どのような責任投資要素が含まれるのか説明してください。

	
	 保管（カストデイァン）サービス
	

	
	 投資方針の開発
	

	
	 資産配分戦略
	

	
	 投資リサーチ
	

	
	 その他、具体的に(1)____
	

	
	 その他、具体的に(2)____
	

	
	 その他、具体的に(3)____
	

	
	· 上記のいずれも該当なし。

	SG12.5
	組織では、フィデューシャリー・マネジャーのモニタリングにおいて以下の責任投資要因のいずれかを考慮しているかどうかを明示してください。

	
	 パフォーマンスレビュー・ミーティングで責任投資を定例の議題の一つとして含めている。
 フィデューシャリー・マネジャーが、責任投資およびESG問題に関する組織の全体的な投資信条を踏まえて職務を遂行しているかどうかについて議論している。
 フィデューシャリー・マネジャーのPRI透明性報告書または評価報告書を精査している。
 フィデューシャリー・マネジャーの責任投資報告書を精査している(PRIが作成した報告書を除く)。
 フィデューシャリー・マネジャーがポートフォリオを構築するにあたり、適用しているESG要素や特徴を精査している。
 フィデューシャリー・マネジャーが資産クラスすべてに適用しているESG実現のためのアプローチを精査している。
 ESG問題が財務業績に及ぼす影響を精査している。
 責任投資イニシアティブ/組織への参画、または他の投資家との協働的プロジェクトへの参加をフィデューシャリー・マネジャーに働き掛けている。
 責任投資基準を、フィデューシャリー・マネジャーの全体的なパフォーマンス評価の正式な構成要素の一つとして含めている。
 フィデューシャリー・マネジャーが外部運用会社の選定、指名およびモニタリングの際に適用しているESG要素を精査している。
 フィデューシャリー・マネジャーが、ESGの重要度をどのように定義しているのかを精査している。
 組織が行うモニタリングのその他一般的な側面（具体的に記入してください）_______
 フィデューシャリー・マネジャーの評価に当たり、責任投資を考慮していません。

	SG12.6
	フィデューシャリー・マネジャーのモニタリングを行うにあたって組織が取っているアプローチ、およびこのアプローチを選択した理由について説明してください。
[任意]

	
	

	SG12.7
	補足情報
[任意]

	
	




	SG12
	説明

	SG12
	投資コンサルタントやフィデューシャリー・マネジャーは運用会社の選定、指名およびモニタリングや戦略的な資産配分において重要な役割を果たすことができます。それゆえ、責任投資の推進と進展に極めて大きな貢献をすることができます。この指標を使って、組織は、投資コンサルタントやフィデューシャリー・マネジャーと協力して責任投資を推進しているかどうか、そして、している場合には、どのように協力し合っているかを説明してください。サブ指標では、組織が、選定、指名およびモニタリングプロセスにおいて、投資コンサルタント/フィデューシャリー・マネジャーの責任投資実行能力をどのように検討し、また、どの程度まで考慮しているかを捕捉します。
サービスプロバイダー署名機関がESG/責任投資を自らの慣行にどのように取り入れているかの詳細については、データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されているサービスプロバイダー・インタラクティブ・スナップショット・レポートを確認してください。

	SG12.2
	このサブ指標では、外部運用会社の選定およびモニタリングにおいて、資産コンサルタントを使用しているかどうかを捕捉することを目的としています。。但し、このサブ指標では、資産コンサルタントを使って責任投資を実施しているかどうかまでは対象としていません。これについては、SG12.3のサブ指標で捕捉します。
この指標のオプションのいずれかを選ぶと、責任投資の実施の一部が投資コンサルタントを通じて行われていることになります。 
「その他の資産クラス」オプションには、農地、森林、ヘッジファンド、現金等々が含まれます。組織の概要(OO)モジュールで、これらのカテゴリのいずれかで（組織外で）運用している資産があると報告すると、この指標が適用されます。

	SG12.3
	この慣行に対する同業者の対応状況の詳細については、データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されている資産所有者インタラクティブ・データ・レポートを確認してください。

	SG12.4
	ここでは、組織が投資コンサルタントにESG問題を考慮したサービスを求めるのかにどうかを含めることができます。また、責任投資に係わるサービスの内、そこまでを投資コンサルタントに外部委託しているのか、たとえば、そのサービスの全般または特定のサービスのみに要求するのかについての説明を含めることができます。

	SG12.5
	このサブ指標では、組織がフィデューシャリー・マネジャーのモニタリングにおいて責任投資をどのように考慮しているかを捕捉することを目的としています。

	SG12.7
	これには、フィデューシャリー・マネジャーのモニタリングプロセスに関するより詳細な説明、または、フィデューシャリー・マネジャーのモニタリングを行わない理由の説明を含めることができます。

	ロジック

	SG12
	[OO 05.1] で外部運用資産を報告し、[SG 12.1] で「はい、投資コンサルタントを使用している」と回答すると、[SG 12.2] が適用されます。[SG 12.2] では、提示されている資産クラスは「組織概要」（OO）モジュールで報告された情報に左右されます。例えば、[OO 05.1]で債券、[OO 07.1]でSSA、[OO 12.1]で「選択」と回答すると、債券SSAが表示されます。 
[SG 12.1]で「はい、投資コンサルタントを使用している」と回答すると、[SG 12.4] が適用されます。
[SG12.2] で「外部運用会社の選定、指名やモニタリングにおいて投資コンサルタントを使用している」と回答すると、[SG12.3]が適用されます。
[OO 05.2] に「フィデューシャリー・マネジャーを使用している」と回答すると、[SG12.5]および[SG12.6]が適用されます。

	評価

	SG12
	最高スコア: 資産クラス毎に 3つ
この指標は、[12.3]、[12.5]への回答に基づいて評価されます。
投資コンサルタントまたはフィデューシャリー・マネジャーを使用していない組織はこの指標では評価されません。
この指標のスコアは運用会社の選定、指名およびモニタリングのモジュールの全般的なスコアに反映されます。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル

	
	SG12.1 で「いいえ、投資コンサルタントを使用していない」、または、SG12.1 で「はい、投資コンサルタントを使用している」と回答しているが、SG 12.2で特定の資産クラスについて「外部運用会社の選定、指名やモニタリングにおいて投資コンサルタントを使用していない」と回答している
	該当しない

	
	投資コンサルタントを使用している場合:

	
	SG12.3で「投資コンサルタントの選定、指名や評価プロセスにおいて責任投資を考慮していない」
	

	
	SG12.3で一つのオプションを選択
	

	
	SG12.3で二つのオプションを選択
	

	
	SG12.3で三つのオプションを選択
	

	
	フィデューシャリー・マネジャーを使用している場合:

	
	SG 12.5で、「フィデューシャリー・マネジャーのモニタリングプロセスにおいて責任投資を考慮していない」と回答
	

	
	「フィデューシャリー・マネジャーのモニタリングプロセスにおいて責任投資を考慮している」と回答、かつ、SG12.5で一つを選択
	

	
	「フィデューシャリー・マネジャーのモニタリングプロセスにおいて責任投資を考慮している」と回答、かつ、SG12.5で三つ以下を選択
	

	
	「フィデューシャリー・マネジャーのモニタリングプロセスにおいて責任投資を考慮している」と回答、かつ、SG12.5で四つ以上を選択
	



	SG12
	定義

	フィデューシャリー・マネジャー 
	受託管理（フィデューシャリー管理）とは、年金ファンドに提供される顧問業務と実施業務を組み合わせたものをいいます。フィデューシャリー・マネジャーは、通常、ファンドのパフォーマンスについて受託者に対し報告義務を負う一方、受託者はガバナンス上の監督権限を保持します。一定範囲の機能を委任することができますが、このフレームワークにおいては、受託管理を、フィデューシャリー・マネジャーが投資運用会社の任免を含め、様々な資産クラスへの配分およびファンドの日常運営について必要な判断を行う責任を有する管理業務と定義します。 

	投資コンサルタント
	投資活動の環境、社会またはガバナンスの側面に関して、顧問契約に基づいて、あるいは、臨時で、財務面またはそれ以外について助言を提供します。提供されるサービスには、アクティブ運用、受託管理は含まれません。顧問サービスおよびコンサルティング・サービスの例としては、管理業務、投資方針策定、戦略的な資産配分、投資調査、運用会社の選定、モニタリング等が挙げられます。




	セクション

	[bookmark: _Toc434334780][bookmark: _Toc529894078]資産配分におけるESG問題



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 13
	必須 
	説明
	PRI 1



	SG 13
	指標

	SG 13.1
	組織がシナリオ分析またはモデリングを行っているか明示してください。行っている場合には、シナリオ分析について説明してください（資産クラス別、セクター別、戦略的な資産配分別等）。

	
	· はい。将来のESGファクターを評価するために行なっています 
説明してください [25ワード] ________
· はい。将来の気候関連リスクと機会を評価するために行なっています。 
説明してください [25ワード] ________
· いいえ。現在、シナリオ分析またはモデリングを行なっていません。

	SG 13.2
	組織が戦略的な資産配分やセクターまたは地理的な市場間での資産の配分においてESG問題を考慮しているかどうかを記載してください。

	
	 以下を行っている: 
· 資産クラス間の配分
· 債券のデュレーションの決定 
· 地理的な市場間の資産配分
· セクターの重み
· その他（具体的に記入してください） ______ 
 戦略的な資産配分やセクターまたは地理的な市場間の資産配分においてESG問題を考慮していません。

	SG 13.3
	補足情報
[任意]

	
	



	SG 13
	説明

	SG 13.1
	ポートフォリオレベルでのリスクプロファイルなど、将来のトレンドの投資影響を表す各種要因を組み込んだシナリオ分析。例えば、資源不足、技術の進歩など。
多くの投資家にとって、気候変動の最も有意な影響は、その時期や規模が不確定であるため、中長期的に発生すると考えられます。このため、その影響を投資の観点から理解することが困難となっています。シナリオ分析は、企業や投資家が気候関連リスクと機会の戦略的影響を理解する上で有益なツールです。シナリオ、特に基準シナリオに関しては更なる業界努力が必要です。 
「ESGファクター」と「気候関連リスクと機会」の違い： この指標において、「気候関連リスクと機会」とは、物的リスクや移行リスクおよびその結果として生じる機会など、気候変動の実際の影響および潜在的な影響を指します。気候関連財務情報開示タスクフォースの提言実施の付属書1を参照してください。
この慣行に対する同業者の対応状況の詳細については、 データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されている気候変動インタラクティブ・スナップショット・レポートを確認してください。

	SG 13.2
	戦略的資産配分は、投資家のリスク許容度、投資期間、投資目的/信条に合わせた様々なリスク/リターン特性に従った、高リスク資産への投資配分を含みます。これには、株式/債券/キャッシュの適正な配分、先進国/新興国市場の配分、債券のデュレーション、上場/非上場の配分の決定などがあります。  
署名者の中には、水不足などの問題が資産配分に与える影響を評価し始める動きがあります（経済シナリオの計画の元にするなど）。コーポレートガバナンスの実践、国の規制体制の厳格性、あるいは環境や社会問題に対する国のアプローチを地理的な配分を決定する際に検討している署名者もいます。こうしたアプローチは、特に環境および社会問題に関する限りでは、まだあまり一般的ではありません。この指標では、それにもかかわらずこの分野に取り組んでいる署名者がその活動を説明できるようにしています。
これは、報告フレームワークの資産クラス別のモジュールで詳細を説明している個々の投資決定への一般的なESGの統合とは異なります。例えば、ESGが影響して上場株式に投資するか、あるいは代替の資産クラスに投資するかの決定はこの指標で報告できます。ESG基準に基づいた個別銘柄のスクリーニングは、上場株式 – 統合モジュールで報告してください。 
この慣行に対する同業者の対応状況の詳細については、データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されている資産所有者インタラクティブ・データ・レポートを確認してください。

	SG 13.3
	ここで、組織では、戦略的資産配分においてESG問題をどのように考慮しているか、例えば、化石燃料の過大資産への投資を避けるや、二酸化炭素排出量が低い資産への投資などについて、説明いただけます。

	ロジック

	SG 13
	[SG 13.1]において「はい」と回答すると、[SG 13.2]が適用されます。 





	SG 14
	指標のステータス
	目的
	原則

	
	報告義務
自主開示
	説明
	PRI 1



	SG 14
	指標

	SG 14.1
	一部の投資リスクと機会は長期トレンドの結果として発生します。貴社では、以下のどの項目について考慮するか明示してください。

	
	· 人口変動
· 気候変動
· 資源不足
· 技術開発
· その他（具体的に記入してください）（1）____ 
· その他（具体的に記入してください）（2） ____ 
· 上記のいずれも該当しない場合には、その理由を説明して下さい＿＿＿＿

	SG 14.2
	気候に関するリスクと機会に対応して組織で実施されている活動を選択してください。

	
	· 気候変動の影響を受けたり、気候変動を組み入れた資産配分戦略を確立している 
· 低炭素関連投資または気候変動に強い投資にターゲットを絞っている
低炭素関連および気候変動に強いポートフォリオ、ファンド、戦略または資産クラスに投資されている運用資産（AUM）を明示してください
[image: ] （通貨のドロップダウンオプション）     [image: ] USD
使用された枠組みまたは分類法を明示してください
自由書式（300語）
· 化石燃料系の保有銘柄への投資を徐々に減らしている
· 排出量が多いまたは化学燃料系の保有銘柄へのポートフォリオエクスポージャーを減らしている
· 排出量データまたはその分析を投資関連の意思決定に組み込んでいる
· 企業による気候変動要素の組み込みを評価している
· 政府による環境保護政策を評価している
· その他（具体的に記入してください）____ 
· 上記のいずれも該当しない場合には、その理由を説明して下さい＿＿＿＿

	SG 14.3
	次のツールの中から気候関連リスクと機会の管理に組織が用いているものを選択してください。

	
	· シナリオ分析
· 顧客/受託者/幹部/受益者に対する排出量リスクの開示 
· 気候に関する目標値
· 社内外のポートフォリオマネージャーに排出量リスクの監視を促す 
· マネージャー指名時の契約に排出量リスクの監視と報告を組み入れる
· 加重平均炭素濃度
· カーボンフットプリント（スコープ1と2）
· ポートフォリオのカーボンフットプリント
· 総炭素排出量
· 炭素濃度
· 炭素関連資産へのエクスポージャー
· その他の排出量メトリック
· その他（具体的に記入してください）____ 
· 上記のいずれも該当しない場合には、その理由を説明して下さい＿＿＿＿

	SG 14.4
	排出量リスクの開示を選択した場合、採用している開示方法またはそのフレームワークの中で気候関連のものを挙げてください。

	
	

	SG 14.5
	補足情報
[任意]

	
	




	SG 14
	説明

	SG 14.1
	この指標は、組織の責任投資への全体的なアプローチの一部として組織で考慮対象になっている長期ESGトレンドを報告するためのものです。トレンド・リストにはすべてのトレンドが含まれているわけではないので、含まれていないトレンドについては、その例を挙げていただくようお願いいたします。PRIは、今後もリストのモニタリングと更新を続けていきます。 
使用される条件は幅広く、さまざまな方法で投資プロセスに影響を与える可能性があります。「補足情報」欄には、これらのトレンドが組織の投資アプローチにどのように影響しているのか詳しく説明してください。 

	SG 14.2
	気候変動はリスクと機会の両方を示します。この指標は、組織の投資決定、アクティブ・オーナーシップの実践、さらに該当する場合には、ファンドマネージャーとのエンゲージメント、投資家のために気候保護政策環境を促進している政府とのエンゲージメントに対し、気候変動がどのような影響を与えるかということを対象としています。
「低炭素関連投資または気候変動に強い投資にターゲットを絞っている」に該当するものを特定する際に使用できる分類法の例としては、最近公表されたEU 分類法が挙げられます。
この慣行に対する同業者の対応状況の詳細については、データポータルおよびPRIのウェブサイトで提供されている気候変動インタラクティブ・スナップショット・レポート の分析および可視化を確認してください。

	SG 14.3
	組織による自身のカーボン・フットプリントの測定および削減のための活動は、それが占有建物に対して実施され、自己運用不動産ポートフォリオの一部として報告される場合を除き、ここでは対象になりません。   

	ロジック

	SG 14
	[SG14.1]において「気候変動」と回答した場合に、[SG14.2]および[SG14.3]が適用されます。
[SG 14.3] において「顧客/受託者/幹部/受益者に対する排出量リスクの開示」と回答した場合は、[SG 14.4] が適用されます。

	評価  

	SG 14
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	SG 14.1では、「気候変動」を選んでいないか、または、 
SG 14.1および SG 14.3共に、「上記のいずれも該当しない」を選択している
	
	

	
	SG 14.2またはSG 14.3 のいずれかから一つのオプションを選択している
	★★
	「その他（具体的に記入してください）」は評価対象とはなりません 

	
	SG 14.2およびSG 14.3 の両方からそれぞれ一つのオプションを選択している
	★★★
	「その他（具体的に記入してください）」は評価対象とはなりません







	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 15
	報告義務
自主開示 
	説明
	PRI 1



	SG 15
	指標

	SG 15.1
	貴社にて、特定の環境および社会をテーマとする分野に基づいてファンドに資産を配分したり、ファンドを運用しているかどうかについて明示してください。

	
	 している
	 していない

	SG 15.2

	環境および社会をテーマとする分野に投資された合計運用資産（AUM）の割合を明示してください。

	
	[image: ]%

	SG 15.3
	貴社が投資しているテーマ分野を明示のうえ、AUMに対する特定の資産クラスの割合を記載し、その内容を簡潔に説明してください。

	
	分野
	投資している　資産クラス 
[ OO 05から自動転載]
[資産クラスのドロップダウン・リスト] 
	当該分野に投資されている各資産クラスのAUMに対する割合（±5%） 
	簡潔な説明および
投資尺度 

	
	· エネルギー効率/ クリーンテクノロジー
	· 資産クラス１
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 
	· 資産クラス2
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 
	· 資産クラス3
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 
	· 資産クラス4
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 
	· 資産クラス5
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 
	· 資産クラス6
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 
	· 資産クラス7
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 
	· 資産クラス8
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 
	· 資産クラス9
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 
	· 資産クラス10
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 
	· 資産クラス11
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 
	· 資産クラス12
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 
	· 資産クラス13
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 再生可能エネルギー
	
	[image: ] % (AUMの)
	

	
	· グリーンビルディング 
	
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 持続可能な林業
	
	[image: ] % (AUMの)
	

	
	· 持続可能な農業 
	
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· マイクロファイナンス 
	
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· SME向け融資 
	
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 社会事業 / コミュニティへの投資 
	
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 中低所得者層向け住宅 
	
	[image: ] % (AUMの)
	

	
	· 教育 
	
	[image: ] % (AUMの) 
	

	
	· 地球規模の保健 
	
	[image: ] % of AUM 
	

	
	· 水資源 
	
	[image: ] % (AUMの)
	

	
	· その他; 具体的に記載してください_________ 
	
	[image: ] % (AUMの) 
	


	SG 15.4

	含めたい補足情報があれば、添付してください。 
[任意] 

	
	











	SG 15
	説明

	SG 15
	この報告フレームワークにおいては、「E&Sをテーマとする」「サステナビリティをテーマとする」投資と言う用語はほぼ同じ意味で使用されています。この2つは、特に環境または社会のサステナビリティに関連したテーマまたは資産への投資です（例えば、クリーンエネルギー、環境にやさしいテクノロジー、持続可能な農業）。これらの投資は通常、投資家に対し、社会の広範な目的に明確に沿って活動する一つの方法を提供します。
この指標では、複数の資産クラスを含む可能性がある投資テーマに言及しています。これらの投資は、とりわけ特定のテーマに特化しています。この指標は広範なSRIファンドに関するものではありません。広範なSRIファンドは本報告のフレームワークの他の部分で説明できます。環境および社会をテーマとする投資に関する詳細は、こちらを参照してください。
「E&Sをテーマとする」分野が2つ以上のE&Sテーマの組み合わせである場合には（例えば「中低所得者層向け住宅」と「グリーンビルディング」）、各分野の資産クラスごとのAUMに対する正確な割合を報告してください。前回、当該分野に投資されている資産クラスごとのAUMに対する割合を分配してテーマごとの割合の概算値を出していた場合は、引き続きそのようにしてもかまいません。

	SG 15.3
	組織内外で運用されるOO 05で報告された資産クラスがドロップダウンメニューに表示されます。 
各個別資産クラスの分野ごとのAUMに占めるパーセンテージを記載して下さい。
簡潔な説明および投資尺度の欄には、各分野をどのように分類しているのか、および、各分野の洗い出しにどのような尺度・基準を使っているのかについて、簡潔に説明して下さい。

	ロジック

	SG 15
	[SG15.1]において「している」と回答すると、[SG 15.2 and 15.3]が適用されます。



	SG 15
	定義

	エネルギー効率 / 
クリーンテクノロジー 
	環境に対する影響を最小限に抑えながら世界的なエネルギー需要の増大に積極的に取り組んでいる製品、サービス、インフラまたは技術。この中には、生産工程・工業オートメーション・工業制御の効率性を促進する技術やシステム、最適化システム、電力管理・配電・電力貯蔵・需要管理の効率を高めるインフラ、技術、システム、輸送車両（自動車およびバスを含みます）への再生可能エネルギー源の使用を重視した技術や製品が含まれます（出所：MSCIが示した定義を編集。詳細はPRI インパクト投資市場マップ参照 PRI Impact Investing Market Map) ）。

	再生可能エネルギー
	再生可能エネルギーや代替燃料（風力、太陽光、地熱、バイオマス、小水力（25MW）、廃棄物エネルギー、波力・潮力といった再生可能資源からの発電、送電および配電等）の開発を支える製品、サービスまたはインフラ・プロジェクトから収益を上げている企業（出所：MSCIが示した定義を編集。詳細はPRI インパクト投資市場マップ参照 PRI Impact Investing Market Map）。

	グリーンビルディング
	環境に対する影響を最小限に抑えながら世界的なエネルギー需要の増大に積極的に取り組んでいる製品、サービス、インフラまたは技術。この中には、生産工程・工業オートメーション・工業制御の効率性を促進する技術やシステム、最適化システム、電力管理・配電・電力貯蔵・需要管理の効率を高めるインフラ、技術、システム、輸送車両（自動車およびバスを含みます）への再生可能エネルギー源の使用を重視した技術や製品が含まれます（出所：MSCIが示した定義を編集。詳細はPRI インパクト投資市場マップ参照PRI Impact Investing Market Map）。

	持続可能な林業
	現在および将来の世代の社会的、経済的、生態学的および文化的ニーズに応える製品、サービス、インフラ、プロジェクトから収益を上げている企業。これらのニーズは、木材・木製品、水、飼料、薬剤、燃料、シェルター、雇用、レクリエーション、野生生物の生息環境、景観多様性、炭素吸収源および炭素リザーバーなどの林産物および林野事業に対するものです（出所：UNECE。詳細はPRI インパクト投資市場マップ参照PRI Impact Investing Market Map）。

	持続可能な農業 
	土地、水、植物および動物の遺伝資源を保存し、環境を劣化させず、技術面で適切かつ経済的に実行可能で社会的に受け入れられる、持続可能な農業ビジネスに従事する企業（出所：FAO。詳細はPRI インパクト投資市場マップ参照PRI Impact Investing Market Map）。

	マイクロファイナンス
	生産的な活動を営み、バンキングや関連する金融サービスにこれまでアクセスできなかった低所得の顧客に融資、預金、保険などの金融サービスやその他の基本的なサービスを提供するリテール金融機関への投資。

	SME向け融資
	ここで言うSME向け融資とは、バンキングや関連する金融サービスへのアクセスが困難な中小企業へ金融サービスを提供することを指します。

	社会事業/
コミュニティ開発
	社会事業開発は、経済的利益を上げつつ社会または環境にポジティブな結果をもたらすことを目的とする事業の創出および育成と定義されます。 
コミュニティ開発投資とは、同様にとりわけ低所得者や低所得の地域が恩恵を受けることを目的として行われ、手頃な価格の住宅提供、小規模企業の支援、さらに雇用の創出などがあります。 

	中低所得者層向け住宅
	関連する金銭的費用が、居住者のその他の人権および基本的ニーズの享受を脅かすことまたは損なうことのない水準にあり、個人の収入全体の中で合理的な割合を占める住宅プロジェクト、サービスおよびインフラに投資する企業（出所：IRIS、GIIN。詳細はPRI インパクト投資市場マップ参照PRI Impact Investing Market Map）。

	教育
	[bookmark: _Hlk521316294]低所得者、障害者、先住民、弱い立場にある子どもたちといった社会的弱者を含む全住民があらゆるレベルの教育または職業訓練を平等に受けられるようにする企業および組織。あるいは、あらゆるレベルの教育において、教師および教育者を支援する企業。これらの企業および組織は、良心的な費用で、質が高く、成人および未成年の女性、少数派に対する差別のない方針または慣行を有する、個人への教育の開発の支援を重視しています（出所：人権教育および訓練に関する国際連合宣言ならびに教育を受ける権利に関する国際連合人権理事会決議の定義を組み合わせたもの。詳細はPRI インパクト投資市場マップ参照PRI Impact Investing Market Map ）。

	世界規模での保健
	全住民が質の高いサービス、医療従事者、医薬品および技術を利用できるようにする企業。これらの目標を達成する上で必要となるのは（該当する場合）、保健サービスを利用できるようにするにあたって企業が公平性を提供すること、保健サービスの質が測定可能であること、そして、最も重要な点としては、医療費により経済的苦境に陥ることのない良心的な費用で受けられるサービス、製品および技術を企業が積極的に提供することです（出所：WHO。詳細はPRI インパクト投資市場マップ参照PRI Impact Investing Market Map）。




	セクション

	[bookmark: _Toc434334781][bookmark: _Toc529894079]他のモジュールで報告されていない資産クラスの実施


	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 16
	必須
	説明
	一般




	SG 16
	指標

	SG 16.1
	組織内で運用される資産のうち、特定のPRI資産クラスモジュールがまだ開発されていない、または資産が最小基準値を下回るために報告する必要がない資産のESG問題への対処方法を説明してください。

	
	資産クラス
	実施しているプロセスおよび達成した成果または結果

	
	上場株式 – ESGの組み入れ
	

	
	上場株式 – エンゲージメント
	

	
	上場株式 – （委任状による）議決権行使
	

	
	債券 - SSA 
	

	
	債券 - 社債（金融） 
	

	
	債券 - 社債（非金融）
	

	
	債券 - 証券化商品
	

	
	プライベートエクイティ
	

	
	不動産
	

	
	インフラ
	

	
	コモディティ
	

	
	ヘッジファンド
	責任投資原則のヘッジファンド・デューデリジェンス質問に回答したかどうか示してください。
 はい
 いいえ

	
	ファンドオブヘッジファンズ
	責任投資原則のヘッジファンド・デューデリジェンス質問に回答したかどうか示してください。
 はい
 いいえ

	
	森林
	

	
	農地
	

	
	包括的な金融
	

	
	現金
	

	
	短期金融市場商品
	

	
	その他 (1) [OO 05から]
	

	
	その他 (2) [OO 05から]
	



	SG 16
	説明

	SG 16
	この指標は、PRIが具体的なモジュールを開発していない資産クラスにおいて、組織がどのようにRIを実施しているかを説明するものです。この情報を報告することにより、これらの分野で組織がどのくらい優れているかをステークホルダーに知らせることができます。さらに、PRIが将来のモジュールに採用する可能性があるRIの実務を特定することを支援することになります。
この指標はまた、PRIモジュールの対象でありながら、必要な基準値を下回るために報告を選択しない資産クラスについて報告する機会にもなります。例えば、ポートフォリオ内の少額のプライベートエクイティにおけるRI実施を組織的に追跡するリソースが限定されている場合でも、この資産クラスにおける主要なRI 活動をここで説明することができます。

	SG 16　
ヘッジ
ファンド
	責任投資原則のヘッジファンド・デューデリジェンス質問は、投資家の外部運用会社の選定および評価の一助となるツールです。
標準化された一連の質問で構成され、投資意思決定プロセスにおいて環境、社会、ガバナンス（ESG）の要素を組み込むためのスタッフ、知識、構造を持つ運用会社の特定を容易にします。このプロセスを促進することで、報告負担が軽減され、同業者の比較が改善され、ヘッジファンド業界における情報とデータの一貫性のクロスチェックを行うことができます。
詳細については、PRI のウェブサイトを参照してください。

	ロジック

	SG 16
	この指標は、[OO 05]で組織が組織内で運用する資産があり、組織内で運用する資産（上場株式は[OO 10]、その他の資産クラスは[OO 11]）の投資決定や積極的な保有の実践にESG問題を組み入れていると報告すると適用されます。 
· 運用資産（AUM）の10%未満がその資産である場合や[OO 12]でその資産クラスのモジュールを自主的に完了しなかった場合
· PRIがその資産クラスの直接モジュールをまだ開発していない場合 
この指標に該当する資産クラスは[OO 05]および [OO 10-12]に基づいて作成されます。 





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 17
	必須 
	説明
	一般



	SG 17
	指標

	SG 17.1
	組織外で運用される資産のうち、特定のPRI資産クラスモジュールがまだ開発されていない、または資産が最小基準値を下回るために報告する必要がない資産のESG問題への対処方法を説明してください。

	
	資産クラス
	実施しているプロセスおよび達成した成果または結果

	
	上場株式 – ESGの組み入れ
	

	
	上場株式 – エンゲージメント
	

	
	上場株式 – （委任状による）議決権行使
	

	
	債券 - SSA 
	

	
	債券 - 社債（金融） 
	

	
	債券 - 社債（非金融）
	

	
	債券 - 証券化商品
	

	
	プライベートエクイティ
	

	
	不動産
	

	
	インフラ
	

	
	コモディティ
	

	
	ヘッジファンド
	責任投資原則のヘッジファンド・デューデリジェンス質問に回答したかどうか示してください。
 はい
 いいえ

	
	ファンドオブヘッジファンズ
	責任投資原則のヘッジファンド・デューデリジェンス質問に回答したかどうか示してください。
 はい
 いいえ

	
	森林
	

	
	農地
	

	
	包括的な金融
	

	
	現金
	

	
	その他 (1) [OO 05から]
	

	
	その他 (2) [OO 05から]
	




	SG 17
	説明

	SG 17
	この指標は、PRIモジュールの間接投資の対象でありながら、報告を選択しない資産クラスを運用する組織外の運用会社の選択や監視にESG問題をどのように組み入れているかを報告する機会になります。

	SG 17
ヘッジ
ファンド
	責任投資原則のヘッジファンド・デューデリジェンス質問は、投資家の外部運用会社の選定および評価の一助となるツールです。
標準化された一連の質問で構成され、投資意思決定プロセスにおいて環境、社会、ガバナンス（ESG）の要素を組み込むためのスタッフ、知識、構造を持つ運用会社の特定を容易にします。このプロセスを促進することで、報告負担が軽減され、同業者の比較が改善され、ヘッジファンド業界における情報とデータの一貫性のクロスチェックを行うことができます。
詳細については、PRI のウェブサイトを参照してください。



	ロジック

	SG 17
	この指標は、[OO 05]で組織には組織外で運用している資産があり、組織外で運用する資産クラス（上場株式[OO 11]、その他の資産クラス[OO 12]）の投資決定や積極的な保有の実践にESG問題を取り入れていると報告する場合に適用されます。 
· 運用資産（AUM）の10%未満がその資産である場合、または[OO 13]でその資産クラスを自主的に完了しなかった場合
· 特定のPRI資産クラスモジュールがまだ開発されていない場合
この指標に該当する資産クラスは[OO 05]および [OO 10-12]から転載されます。






















	セクション

	[bookmark: _Toc434334783][bookmark: _Toc529894080]革新



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	SG 18
	自主開示 
	説明
	一般



	SG 18
	指標

	SG 18.1

	責任投資へのアプローチの特徴が特に革新的であるかどうかについて説明してください。

	
	 革新的である
	 革新的でない

	SG 18.2
	特に革新的だと思う責任投資へのアプローチの特徴について説明してください。

	
	



	SG 18
	説明

	SG 18
	この指標への回答は、責任投資の全般的な実践または特定の市場または資産クラスにおいて責任投資が大きく発展および進捗したと思われる責任投資プロセス、活動、成果または結果のあらゆる側面に関連しています。以下はその例です。 
· 長期的な思考を奨励するための保有期間（またはポートフォリオの入替制限）の拡大の導入 
· 顧客への情報や報告を提供する新しい方法
· 革新的なKPIまたはパフォーマンス測定ツールの開発（ポートフォリオの炭素強度またはその他のESG特性を追跡する、またはこれらと財務パフォーマンスを関連付けるなど）
· ESGまたは業績を改善する新しいエンゲージメントアプローチの使用
· 新しいパートナーシップまたは協働
· 持続可能な開発目標（SDGs）に即した、現実世界に影響を与えるプロジェクトおよび投資


	ロジック

	SG 18
	[SG 18.1] において「はい」を選択すると、[SG 18.2] が適用されます。






	セクション

	[bookmark: _Toc529894081]コミュニケーション



	[bookmark: _Hlk498442908]SG 19
	指標のステータス
	目的
	Principle

	
	必須
	コア評価
	PRI 2、 6

	
	
	
	

	SG 19
	指標
	
	

	SG 19.1
	組織が通常、積極的に資産クラス固有の情報を開示しているか示してください。クライアントや受益者や一般への開示頻度を選択し、公開情報を掲載するURLを示してください。

	
	債券

	
	 当社はクライアントや受益者または一般のいずれにも開示していない。
 当社はクライアントや受益者にのみ開示する。
 当社は一般に開示する
           クライアントや受益者に開示される情報は同じです
                       はい
                       いいえ

	
	一般開示する場合とその掲載URL
	クライアントや受益者への開示

	
	 RIの組み込みに関する概要
 RIの組み込み戦略に関する詳細を説明する。
	 RIの組み込みに関する概要
 RIの組み込み戦略に関する詳細を説明する。

	
	[DROPDOWNメニューを作成]
四半期ごと
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時
	[DROPDOWNメニューを作成]
四半期ごと
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時

	
	URL____
URL____
	

	
	インフラストラクチャー

	
	 当社はクライアントや受益者または一般のいずれにも開示していない。
 当社はクライアントや受益者にのみ開示する。
 当社は一般に開示する
           クライアントや受益者に開示される情報は同じです
                       はい
                       いいえ

	
	一般開示する場合とその掲載URL
	クライアントや受益者への開示

	
	· インフラ投資の選択方法に関するESG情報
· インフラ投資の監視と管理方法に関するESG情報
· インフラ投資のESGパフォーマンスに関する情報
	· インフラ投資の選択方法に関するESG情報
· インフラ投資の監視と管理方法に関するESG情報
· インフラ投資のESGパフォーマンスに関する情報

	
	[DROPDOWNメニューを作成]
四半期ごと
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時
	[DROPDOWNメニューを作成]
四半期ごと
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時

	
	URL____
URL____
	

	
	上場株式企業へのエンゲージメント

	
	 当社はクライアントや受益者または一般のいずれにも開示していない。
 当社はクライアントや受益者にのみ開示する。
 当社は一般に開示する
           クライアントや受益者に開示される情報は同じです
                       はい
                       いいえ

	
	一般開示する場合とその掲載URL
	クライアントや受益者への開示

	
	· 包括的なエンゲージメント戦略の詳細
· エンゲージメント事例の選択およびエンゲージメントの目的の定義、優先順位および具体的な目標に関する詳細
· エンゲージメントの数
· エンゲージメントの種類と問題の内訳
· エンゲージメントの地域別内訳
· 目標に対して達成された進捗状況と結果の現状の評価
· エンゲージメント事例
· 最初の対話が失敗した後の対応戦略の詳細（決議の提出、声明の発行、経営陣に対する投票、売却など）
· 提供された情報が外部から保証されているかどうかの詳細
· エンゲージメントから達成された成果
· その他の情報____
	· 包括的なエンゲージメント戦略の詳細
· エンゲージメント事例の選択およびエンゲージメントの目的の定義、優先順位および具体的な目標に関する詳細
· エンゲージメントの数
· エンゲージメントの種類と問題の内訳
· エンゲージメントの地域別内訳
· 目標に対して達成された進捗状況と結果の現状の評価
· エンゲージメント事例
· 最初の対話が失敗した後の対応戦略の詳細（決議の提出、声明の発行、経営陣に対する投票、売却など）
· 提供された情報が外部から保証されているかどうかの詳細
· エンゲージメントから達成された成果
· その他の情報____

	
	[DROPDOWNメニューを作成]
四半期ごともしくはもっと頻繁
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時
	[DROPDOWNメニューを作成]
[bookmark: _Hlk530054561]四半期ごともしくはもっと頻繁
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時

	
	URL____
URL____
	

	
	上場株式企業への株主議決権行使

	
	 当社はクライアントや受益者または一般のいずれにも開示していない。
 当社はクライアントや受益者にのみ開示する。
 当社は一般に開示する
           クライアントや受益者に開示される情報は同じです
                       はい
                       いいえ

	
	一般開示する場合とその掲載URL
	クライアントや受益者への開示

	
	[bookmark: _Hlk516843869] 議決権行使をすべて開示する
 議決権行使の一部について開示する
 議決権行使の棄権および経営陣に対抗する議決権行使についてのみ開示する
	 議決権行使をすべて開示する
 議決権行使の一部について開示する
 議決権行使の棄権および経営陣に対抗する議決権行使についてのみ開示する

	
	[DROPDOWNメニューを作成]
四半期ごともしくはもっと頻繁
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時
	[DROPDOWNメニューを作成]
四半期ごともしくはもっと頻繁
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時

	
	URL____
URL____
	

	
	上場株式企業へのESG対策の実行

	
	 当社はクライアントや受益者または一般のいずれにも開示していない。
 当社はクライアントや受益者にのみ開示する。
 当社は一般に開示する
           クライアントや受益者に開示される情報は同じです
                       はい
                       いいえ

	
	一般開示する場合とその掲載URL
	クライアントや受益者への開示

	
	· ESGの組み込みに関する概要
· ESGの組み込み戦略に関する詳細を説明する。
	· ESGの組み込みに関する概要
· ESGの組み込み戦略に関する詳細を説明する。

	
	[DROPDOWNメニューを作成]
四半期ごと
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時
	[DROPDOWNメニューを作成]
四半期ごと
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時

	
	URL____
URL____
	

	
	プライベートエクィティー

	
	 当社はクライアントや受益者または一般のいずれにも開示していない。
 当社はクライアントや受益者にのみ開示する。
 我々は一般に開示する
           クライアントや受益者に開示される情報は同じです
                       はい
                       いいえ

	
	一般開示する場合とその掲載URL
	クライアントや受益者への開示

	
	· 投資前の活動に関するESG情報
· 投資後のモニタりングおよび投資家活動に関するESG情報
· ポートフォリオ内企業のESGパフォーマンスに関する情報
· その他、具体的に＿＿＿
	· 投資前の活動に関するESG情報
· 投資後のモニタりングおよび投資家活動に関するESG情報
· ポートフォリオ内企業のESGパフォーマンスに関する情報
· その他、具体的に＿＿＿

	
	[DROPDOWNメニューを作成]
四半期ごと
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時
	[DROPDOWNメニューを作成]
四半期ごと
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時

	
	URL____
URL____
	

	
	不動産

	
	 当社はクライアントや受益者または一般のいずれにも開示していない。
 当社はクライアントや受益者にのみ開示する。
 当社は一般に開示する
           クライアントや受益者に開示される情報は同じです
                       はい
                       いいえ

	
	一般開示する場合とその掲載URL
	クライアントや受益者への開示

	
	· 不動産投資の選択方法に関するESG情報
· 不動産投資のモニタりングおよび管理方法に関するESG情報
· 不動産投資のESGパフォーマンスに関する情報投資前の活動に関するESG情報
· その他、具体的に＿＿＿
	· 不動産投資の選択方法に関するESG情報
· 不動産投資のモニタりングおよび管理方法に関するESG情報
· 不動産投資のESGパフォーマンスに関する情報投資前の活動に関するESG情報
· その他、具体的に＿＿＿

	
	[DROPDOWNメニューを作成]
四半期ごと
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時
	[DROPDOWNメニューを作成]
四半期ごと
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時

	
	URL____
URL____
	

	
	外部運用会社の選定、指名やモニタリング

	
	 当社はクライアントや受益者または一般のいずれにも開示していない。
 当社はクライアントや受益者にのみ開示する。
 当社は一般に開示する
           クライアントや受益者に開示される情報は同じです
                       はい
                       いいえ

	
	一般開示する場合とその掲載URL
	クライアントや受益者への開示

	
	· 責任投資がマネージャ選択、任命、モニタリングのプロセスにどのように含まれているか
· 外部運用会社が貴社に代わって行う責任投資活動
· 外部運用会社が投資やアクティブ・オーナーシップにより、もたらした環境、社会またはガバナンスへの影響
· その他、具体的に＿＿＿
	· 責任投資がマネージャ選択、任命、モニタリングのプロセスにどのように含まれているか
· 外部運用会社が貴社に代わって行う責任投資活動
· 外部運用会社が投資やアクティブ・オーナーシップにより、もたらした環境、社会またはガバナンスへの影響
· その他、具体的に＿＿＿

	
	[DROPDOWNメニューを作成]
四半期ごと
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時
	[DROPDOWNメニューを作成]
四半期ごと
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時

	
	URL____
URL____
	

	
	ヘッジファンド  
	

	
	 当社はクライアントや受益者または一般のいずれにも開示していない。
 当社はクライアントや受益者にのみ開示する。
 当社は一般に開示する
           クライアントや受益者に開示される情報は同じです
                       はい
                       いいえ

	
	一般開示する場合とその掲載URL
	クライアントや受益者への開示

	
	 すべての戦略について、RIの組み込みに関する概要
 使用する各戦略について、RIの組み込みに関する詳細な説明 
	 すべての戦略について、RIの組み込みに関する概要
 使用する各戦略について、RIの組み込みに関する詳細な説明

	
	[DROPDOWNメニューを作成] 
四半期ごと
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時
	[DROPDOWNメニューを作成] 
四半期ごと
半年に一度
一年に一度
一年超に一度
適時/問い合わせを受けた時

	
	URL____
URL____

	SG 19.2
	補足情報
[任意]

	
	




	SG 19
	説明

	SG 19
	この指標はOECD機関投資家に対する責任あるビジネス行動の提言およびICGNのグローバルスチュワードシップ原則に沿っています。

	SG 19.1
	この指標は各資産クラスについてどのようなコミュニケーションをおこなっているがを報告できます。責任投資活動に関する情報をどの程度広く共有しているかを示すことができます。
「積極的に」とは、PRIウェブサイト上のPRI報告のフレームワークを超えていることを意味します。これは、貴社のウェブサイト上に（PRI報告の枠組の全回答もしくは一部回答を掲載するなど、その他の責任投資報告など）情報を掲載し、または、年次報告書、ニュースレターなどの情報でもかまいません。また、クライアントや公衆に対して、適切であると判断したいかなる形式の情報でもかまいません。年金基金受益者のような特定のグループに向けた情報は、現実には公表されたと同様ですが、大衆への積極的な報告は、ここではコミュニケーションの別の分類として扱われます。
上場株式企業へのESG対策の実行
ESGの組み込みに関する概要
これには、上場株式へのESGの組み入れ方に関する一般的な議論が含まれます。
ESGの組み込み戦略に関する詳細
これには、使用される組込み戦略の種類、ESGが組み込まれるプロセス、関連する方針書、ケーススタディ/影響の例などの詳細情報が含まれます。
外部運用会社の選定、指名やモニタリング
間接投資家として責任投資をどのように実施しているかについては、さまざまなの開示を行うことができます。ここで提示される方法には大きく3通りあります。
· 外部運用会社の選考、任命、モニタリングにおける責任投資の考え方を、このモジュールでカバーする情報報告のフレームワークです。外部マネージャーとESGの対処方法に関するPRIレポートやその他の文書を積極的に開示する企業には、この最初の方法を薦めます。
· 外部運用会社の責任投資実行の詳細：これは、外部運用会社が何をしているかの詳細な情報です。外部運用会社の活動を公表したり、外部運用会社のウェブサイト上で責任投資をどのように実行しているかを記載したページにリンクすることも含まれます。
· 成果：外部運用会社の活動（インフラ基金から風力や太陽光発電設備に投資した結果、温室効果ガス排出の削減ができたことや、特定の会社の排水管理の変更や、環境、社会、ガバナンスが企業の財務実績に及ぼす影響、外部運用会社がESG分析とパフォーマンスまたはリスク軽減の関係をどのように特定しているか等）。

	ロジック

	SG 19
	各資産クラスの項目（「債券」、「インフラ」、「上場株式企業へのエンゲージメント」、「「上場株式企業への株主議決権行使」「上場株式企業へのESG対策の実行｣、「プライベートエクィティー」、「不動産」、「外部運用会社の選定、指名やモニタリング」」は、OO モジュールにおいて当該資産クラスがあると回答した場合にトリガーが発動します。たとえば、債券SSAは、[OO 05.1]で債券を保有していると回答し、[OO 07.1]でSSAに回答し、[OO 12.1]を自主的に選んだ場合に、質問に提示されます。


	評価

	SG 19
	各資産クラスごとのコミュニケーションに関するスコアは各々の資産クラスのモジュールに加点されます。

	
	指標のスコア方法

	
	最大スコア：6
この指標の評価は、一般への情報開示、クライアント/受益者への情報開示のいずれであるか、どの情報が開示されているか、どの程度の頻度で情報が開示されているかに基づいています。6つとするには一般への開示が必要です。
但し、一般への開示がクライアントや受益者への開示より多い場合には、後者の評価は前者により無効となります。クライアントや受益者は一般と同程度のアクセスとなるためです。
一般への開示（SG 19a）およびクライアント/受益者への開示（SG 19b ）は別々に採点され、それぞれに対し3つまで与えることができます。

	債券

	
	選択された回答
	スコア・レベル

	
	「当社はクライアントや受益者または一般のいずれにも開示していない」
	

	
	「当社は … 開示する」かつ「一年超に一度」または「適時」の頻度で「概要」
	

	
	「当社は … 開示する」かつ「四半期ごと」、「半年に一度」もしくは「一年に一度」の頻度で「概要」または「一年超に一度 」もしくは「適時」の頻度で「詳細を説明する」
	

	
	「当社は … 開示する」かつ「四半期ごと」、「半年に一度」もしくは「一年に一度」の頻度で「詳細を説明する」
	

	インフラ

	
	選択された回答
	スコア・レベル

	
	「当社はクライアントや受益者または一般のいずれにも開示していない」
	

	
	「当社は … 開示する」かつ「一年超に一度 」または「適時」の頻度で1種類の情報
	

	
	「当社は … 開示する」かつ「四半期ごと」、「半年に一度」もしくは「一年に一度」の頻度で1種類の情報または「一年超に一度 」もしくは「適時」の頻度で2種類以上の情報
	

	
	「当社は … 開示する」かつ「四半期ごと」、「半年に一度」もしくは「一年に一度」の頻度で2種類以上の情報   
	

	上場株式企業へのエンゲージメント

	
	選択された回答
	スコア・レベル

	
	いいえ
	

	
	情報4点未満を一年超に一度の頻度で開示
	

	
	情報4点を一年に一度以上の頻度で開示、もしくは、情報4点以上をを一年超に一度の頻度で開示
	

	
	情報4点を以上を一年に一度以上の頻度で開示
	

	上場株式企業への株主議決権行使

	
	選択された回答
	スコア・レベル

	
	「当社はクライアントや受益者または一般のいずれにも開示していない」
	

	
	「当社は … 開示する」かつ「一年超に一度 」もしくは「適時」の頻度で「議決権行使の一部について開示する」または「一年超に一度 」もしくは「適時」の頻度で「議決権行使の棄権および経営陣に対抗する議決権行使についてのみ開示する」
	

	
	「当社は … 開示する」かつ「一年超に一度 」もしくは「適時」の頻度で「議決権行使をすべて開示する」または「四半期ごと」、「半年に一度」もしくは「一年に一度」の頻度で「議決権行使の一部について開示する」
	

	
	「当社は … 開示する」かつ「四半期ごと」、「半年に一度」もしくは「一年に一度」の頻度で「議決権行使をすべて開示する」または「四半期ごと」、「半年に一度」もしくは「一年に一度」の頻度で「議決権行使の棄権および経営陣に対抗する議決権行使についてのみ開示する」
	

	上場株式企業へのESG対策の実行

	
	選択された回答
	スコア・レベル

	
	いいえ
	

	
	概要を一年超に一度の頻度で開示
	

	
	概要を一年に一度以上の頻度で開示、もしくは、詳細説明を一年超に一度の頻度で開示
	

	
	詳細説明を一年に一度以上の頻度で開示
	

	プライベートエクィティー

	
	選択された回答
	スコア・レベル

	
	「当社はクライアントや受益者または一般のいずれにも開示していない」
	

	
	「当社は … 開示する」かつ「一年超に一度 」または「適時」の頻度で1種類の情報で開示
	

	
	「当社は … 開示する」かつ「四半期ごと」、「半年に一度」もしくは「一年に一度」の頻度で1種類の情報または「一年超に一度 」もしくは「適時」の頻度で2種類以上の情報で開示
	

	
	「当社は … 開示する」かつ「四半期ごと」、「半年に一度」もしくは「一年に一度」の頻度で2種類以上の情報で開示
	

	不動産

	
	選択された回答
	スコア・レベル

	
	「当社はクライアントや受益者または一般のいずれにも開示していない」
	

	
	「当社は … 開示する」かつ「一年超に一度 」または「適時」の頻度で1種類の情報で開示
	

	
	「当社は … 開示する」かつ「四半期ごと」、「半年に一度」もしくは「一年に一度」の頻度で1種類の情報または「一年超に一度 」もしくは「適時」の頻度で2種類以上の情報で開示
	

	
	「当社は … 開示する」かつ「四半期ごと」、「半年に一度」もしくは「一年に一度」の頻度で2種類以上の情報
	

	外部運用会社の選定、指名やモニタリング　(SAM)

	
	最大スコア：3
SAMに関するSG 19の評価は、一般への情報開示か、クライアント/受益者のみへの情報開示かで区別していません。

	
	選択された回答
	スコア・レベル

	
	いいえ
	

	
	選択肢を一つ選択 
	

	
	選択肢を二つ選択
	

	
	選択肢を三つ(以上)選択 
	



	CM 01
	評価

	CM 01
	総括モジュールにおける指標CM 01に対する回答は戦略およびガバナンス・モジュールのスコアの一部として評価されます。
指標CM 01に関する詳細については、総括モジュールについて記載している別文書を参照下さい。

	
	指標採点方法

	
	選択された回答
	スコア・レベル
	詳細

	
	CM 01.1において「上記のいずれも該当しない」または「その他」を選択している
	
	

	
	CM 01.1から一つのオプションを選択している
	★★
	

	
	CM 01.1から二つのオプションを選択している
	★★★
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